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はじめに
本稿は、先行する「チベット語訳『妙法蓮華註』和訳」に続くものである。今回は第1章「序
品」の冒頭部分の和訳を提示する (1）。既出の和訳を提示すると次の通りである。
①「チベット語訳『妙法蓮華註』の序文の構成について」『身延山大学仏教学部紀要』 13,
2013, pp. 1 22. 
②「チベット語訳『妙法蓮華註』「信解品」和訳」『大崎学報J173, 2017, pp. 37 80. 
③「チベット語訳『妙法蓮華註J「薬草除品」和訳j『身延山大学東洋文化研究所報』 19,
2015, pp. 77 103. 
④「チベット語訳『妙法蓮華註』「授記品」和訳」『身延山大学仏教学部紀要j15, 2014, pp. 
1 18. 
⑤「チベット語訳『妙法蓮華註』「化城除品J和訳」『身延論叢』 20,2015, pp. 1-54. 
⑥「チベット語訳『妙法蓮華註J「五百弟子受記品」和訳J『身延論叢J19, 2014, pp. 35-58. 
⑦「チベット語訳「妙法蓮華註』「授学無学人記品」和訳」『日蓮教学教団史の諸問題』山喜
房悌書林，2014,pp. 41-51. 
⑧「チベット語訳『妙法蓮華註J「法師品」和訳」『法華文化研究j39, 2013, pp. 1-15. 
⑨「チベット語訳『妙法蓮華註J「見宝塔品」和訳」『日蓮仏教研究j6, 2014, pp. 7 22. 
最初のものは本和訳の直前の部分の和訳であり、その他のものはテキスト後半であり、「序品」
の残りと第2章「方便品」と第3章「誓日食品」の和訳は未発表である。ただし、この3章それ
ぞれが全体の25パーセントほどあるために、原稿を分けて掲載する。
2 『妙法蓮華註J「序品」冒頭部分の構成
『法華経』の全体構成を解説した序文に続く今回の和訳箇所から『法華経Jの本文の解説が
始まっている。ここに提示する和訳は、経典冒頭の「如是我間」から始まり、説法が行われた
場所とそこに集まった衆会を述べた経文に対する解説箇所である。その構成は、次の通りであ
る。
2 チベット語訳『妙法蓮華註I「序品」和訳（1) 
[ 1 J如是 [ 2 J我聞
[ 3 J一時 [ 4 J仏
[ 5 J住王合城者閣堀山中 [ 6 J輿大比丘衆寓二千人倶
[ 7 J皆是阿羅漢 [ 8 J阿若僑陳如など
[9］舎利弗など 日0］有学無学二千人など
[11］菩薩摩詞薩八万人 日2］皆於阿樗多羅三貌三菩提不退韓
[13］皆得陀羅尼 [14］供養無量
日5］以慈修身善入f弗慧 口6］名称普開無量世界
口7］文殊師利菩薩など 口8］常精進など
口9］釈提桓固など [20］名月天子など
[21］自在天子 [22］婆婆世界主
[23］八龍王 [24］四緊那羅
[25］四乾闘婆王 [26］四阿修羅
[27］四迦棲羅王 [28］章提希子など
次に、本章のチベット語訳の特徴について述べておく。まず、「序品」は、特定のタイトル
をもたないために、他の章に見られるような「来意」「差別J「釈名」の3項目からなる章名の
解説はない。その代わりに、経典の冒頭に共通する匂である「如是我聞一時仏」に対する解説
から始まっている。これに『法華経』が説かれた場所である「王舎城誉閣掘山中」とそこに集
まった衆会が述べられたものが加わっている。
このうち、「如是我聞」については、漢文では『大智度論』を引用し、続いて15種の解釈を
典拠とともに解釈しているものの、チベット訳はこれらの引用文のうち、『仏地論』と真諦三
蔵と長耳三蔵の解説部分を翻訳するのみで、経論のタイトルへの言及はない。
[ 6 Jの「大比丘衆」の解説箇所では、漢文は「大」「比正J「衆」の順で解説されているの
に対して、チベット語訳では、「比正」「衆J「大」のJil買に入れ替えられている。これは、対応
する『法華経』のチベット語訳が“dgeslong gi dge ’dun chen po”であり、末尾の形容詞の「大
きな」が前の名調句「比正のサンガjを修飾していることに起因している。すなわち、チベッ
ト語訳者は、『法華経』のチベット語訳の語順に従い、『法華玄賛』の漢文の順序を入れ替えて
いることになる。
その一方で、［8 Jでは、『法華経』の引用文が「ナディー・カーシャパ」で終わり、次の［9 J 
がシャーリプトラから始まっている。ただし、チベット語訳ではこの間に「ガヤ・カーシャパ」
があり、チベット語訳者は『法華経』のチベット語訳に基づいて「ナデイー・カーシヤノリを
「ガヤ・カー シャノT」に入れ替えていないことになる。
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[9］のシャーリプトラなどの名前の由来については、漢文はおのおのの名前の由来を述べ
ているのに対して、チベット語訳では最初の3人のみであり、その他は省略している。ここで
は、党語の漢字表記の違いなども言及されており、それをチベット語で表現することは困難で
あったこともその要因の lつであろう。同様の例は、続くセクションにも見られる。
なお、漢文では、『司法華経』の「各礼仏足退坐一面」の解説でこのセクションを結ぶが、 r・法
華経Jのチベット語訳ではこの句が欠けているために、漢文の翻訳もなされていない。
3 チベット語訳テキストの和訳
[ 1 ］そこで経典の本文の注釈は、「このように私は聞いた」と言うこと（2）に3種の意味が
あり、何故に解説するのかと、それが何を意図しているのかと、その本文の解説との3種であ
る。そのうち、何故に解説するのかは、仏世尊の浬繋について聖アーナンダが4種の意味を質
問したもので、「世尊の浬繋の後に比丘たちは世尊に場所を用意したように未来において誰に
依るのか」、「どこにとどまるのか」、「粗暴な比正をどのように教化するのか」、「一切の経典の
始めにどのような言葉を述べるのかJと質問し、世尊のお答えが「浬繋の後に波羅提木叉を示
しなさい。戒に住し、四念処にとどまる準備をしなさい。粗暴な比正らには述べないことで教
化しなさい。一切の経典の最初には『このように私は聞いたJと書きなさいjと説かれたので、
それ故に、ここでも「このように私は聞いた」と言われている（3）。
その如是語が何を意図して説かれたのかは、信の円満が説かれており、典籍（4）からも「『こ
のように私は聞いた』と言うことで信が生じるようになる。『明らかに喜ぶ』と言うことで知
恵が生じるようになる」と出ており、信により入が可能になり、知恵により生が可能になる。
信は、一切の善法の根本で、知恵は甚深を理解するようになる究極である。また他の軌範師に
よる解説（5）からも、「このように」とは、 4穫の意味があり、毘沙門天のように裕福なので「嘗
聡は真実のとおりである」と言われ、述べられたその通りに聞いたので「そのように」と言わ
れ、質問のとおりに返答されるので「そのように」と言われ、他者が述べたそのことを漏れや
付加なく繰り返しているそのことに対して「このように」と言われ、経典の菩薩は、昔の世尊
が解説した通りに繰り返しているで「このように」と言われる。また（6）、もろもろの所化の
中から聖者であるアーナンダが多くの衆会に法を示す際に衆会に疑惑が生じており、この3つ
を取り除くためにアーナンダが「このように」と述べている。すなわち、アーナンダは［三十
二］相と［八十］種好を備えていることにより法師であることに対して、衆会が「悲心をもっ
世尊が浬繋から再び起き上がって、衆会に法をなすのかJ、「他方の如来がこの国土に説法しに
来るのか」、「アーナンダがこれそのものを明らかに悟って、説法をするのかJと言うその疑惑
を取り除くためにアーナンダが「このように私は聞いた」と述べるのである。また、他の軌範
師は（7）、「三時の仏世尊に漏れや付加なしにそのまま説くのでそのように」と述べている。また、
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諸法の真実の在り方がlつであることが損なわれないものが「このように」と言われ、また聖
者であるアーナンダが世尊に聞いたままに繰り返すので「このように」と言われる（8）。
[ 2 J「私が聞いた」とは（9）、このような法を自分自身は明らかに聞いているが、自分から
自分で相続してそれを聞いたわけで、はないので、「私は聞いた」と言われる。「我」とは、五誼
を世間の言説のみとして設定したものを「私である」と設定するが、外道が設定したようなも
のではないが、「デーヴァダッタ」と「ヤジュニャダッタ」と名付けたものを「私」と設定す
るように。また、ここでは誰が聞いたかという名前を述べずに、一般的に「私が聞いた」と言
うのは何故か、という質問に対して、多聞のアーナンダが聞いたものを集めて、聞いたものが
海［の知く］なので、三乗の経典をアーナンダがまとめたから、名前は述べられていない。「聞
いた」とは、耳根と識を一つにまとめることで聞の自慢が生じる。僅かの聞に聞いたことが説
かれているが、見たことなどが説かれていないことは、甚深なる意味の考察に聞慧が先行し、
この界において声による仏の所作がなされるので「聞いた」と言われる。また「私が聞いた」
と言うことで如来が解説した真実のとおりに述べられ、生起と損減の極端が取り除かれるので
「このように私は聞いた」と言われる（10）。
[ 3 J「一時に」とは(11）、ここで時の円満が説かれており、それも 2種である。法王の悲心
で有情利益をなすことを意図したものと、福分をもっ多くの衆生の成熟の時と同じで解説に中
断なく一時に成立したことである。また、時にも 2種あり、道理の時と唯識の時である。その
うち道理の時は、説く者と聞く者が行誼の利那生滅の自性を伴い、先のものは過ぎず、後のも
のは引かない時の部分だけを相続する限り存在するそのようなその時を「一時」と設定するが、
一利那に生じ、滅する時を言うのではない。そのうちの識の時は、説く者と聞く者の意に三時
のままに顕現し、長短の時間や昼夜として顕現するその時であり、例えば、夢で長い時聞が経
過していても、覚めてしまえばその如くではないように。また「一時」と言うのも、利那の時
と四と六と八の時を言うのではなく、悲心による利益と根の成熟が一時に成立したそれを時と
知るのである（12）。
[ 4 J「世尊」と言うのは（13）、円満な師で、根の円満などの六つの功徳をもつものが「世尊」
と言われる。（14)
[ 5 J「王舎城の霊鷲山におられた」とは（15）、円満な場所が説かれている。「そこにとどまり、
入札起きる」と言う意味であり、聖者と天と党天のおられる場所より勝れたものとして説か
れているから、「世尊がそこにおられた」と述べられる。「王舎城」とは、昔のプラセナジット
王の宮殿に多くの臣民と鷲がおり、常に失火の恐怖があり、法律をもっ者が、今後、誰かの家
で火災があれば、魔の住処である墓場に一人で去らせることにしてから、最初に王舎城の火災
により王自身がその墓場に移つり、宮殿を建ててから移ったその臣民たちも悪霊に支配されな
いために門に「王舎城」と書かれたのである。それ故に、その地は王舎城となった。王舎城と
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霊鷲山の両方を説いたのは、在家と出家の両方に有益なので両者が説かれている。その王舎城
は、すべての宝珠が生じる他の一切の根源よりも勝れているように、この妙法の解説も他のす
べての経典より勝れていることが説かれており、その霊鷲山も他のすべての山より勝れている
ように、一乗のこの乗も二乗より特に勝れているのでその場所を解説している（16）。
[ 6 J経に「比正の大サンガで1万2干の比正jと出ているこれは（17)、円満な衆会である。
その衆会の円満も 5種で、その理由を説いたものと、未了義と了義を述べたものと、数の多少
を設定したものと、衆会の次第を説いたものと、注釈の意味を説いたものとである。理由を説
いたものにも 5次第があり、信と信解の理由に対してこの歓喜により嘘を述べたものではなく、
その他者から相続したものを述べたものではなく、他者の言葉を繰り返したものではないと説
かれているので、一緒に聞く者もたくさんいることを説くことで他の者たちが信解するように
なる理由と、円満な2つの区別を説くことで他者が信じるようになる理由で、天王である帝釈
と党衆により固まれて述べたものと、また、シャーリプトラと、マンジュシュリーと、マイト
レーヤと、菩薩を導き、了義を 2度3度請願して、原因と結果と学処の経が説かれるので衆会
に対する利益と楽により信解するようになり、またそれぞれの根から一乗のこの教義を3度繰
り返して解説して大乗に心を起こし、生じていない法に対する忍の獲得などの三根の者にこの
法が説かれ、また過去時に生じたものを説くことで現在の衆生たちが信を起こして、「そのよ
うな聖者で正しい者たちと一緒に」と信が生じるようになる(18）。
そのうち、未了義と了義を説いたものが、例えば、世尊は変化なされ、声聞らに了義を示し、
菩薩らに未了義を示しており、報身は、菩薩に了義を示し、声聞に未了義を示しており、これ
が未了義と了義の両方を示す地を説いたものである（19）。
そのうち、数の多少を説いたものも、以前の15衆で、大きな功徳に名称があるものと、大き
な功徳に名称がないものと、大きな功徳の尼僧たちと、近くにいる尼僧たちと、不可思議な功
徳をもっ聖者たちと、帝釈天たちと、四天王と、自在天子たちと、色界の諸天子と、龍王たち
と、緊那羅たちと、乾達婆たちと、阿修羅たちと、迦楼羅たちと、人王たちである。また、衆
会は6種で、世尊である多宝衆と、分身衆と、龍宮から来たものと、地中から涌き出た衆会と、
妙音菩薩と、普賢菩薩の衆会である。それらの衆会も法を聞き、法を理解し、法を行じ、法を
受持し、法を解説し、法を知る区別により異なっているだけである。この衆会に独覚の衆会が
説かれないのは、独覚は仏が世間におられない時に生じているから。無色界の諸天も如来の光
により触れるものたちは法を聞き、周りに集まっている場合に、その界は根が熟していないの
で光により明らかにされず、そのことからここでは説かれない。地獄の者たちをここで説かな
いのは、福分をもたないのでここでは述べないのである。如来の加持による陀羅尼の門を解説
する時に悪趣が滅するので彼らに説くこともある。上の衆会に説かれてないくても後で説かれ
ているのである（20）。
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それらの衆会の次第は、まとめれば四種で、声聞の衆会と、書薩の衆会と、王と、王の衆会
とである。それも内と外に区別するならば、声聞と菩薩の衆会は内の衆会である。八部の夜叉
は、外の衆会である。菩薩の声聞の衆会を先に説いたのは、四種であるからである。すなわち、
声聞衆は出家なので、如来の衣と同じなので声聞を先に説き、声聞は常に仕えており、留まっ
ていて、遠くにいかないので、先に説き、出家者の戒を守る門から先に説き、在家が出家を尊
敬することを説くために先に説いたのである（21）。
また、衆会の円満（22）に四種あり、数の円満と、成就の円満と、功徳の円満と、行道の円満
である。数の円満は、「衆会は無数である」と述べられる。成就の円満は、声聞たちは小乗で
成就し、菩薩たちは大乗で成就し、利他をなすことである。功徳の円満は、声聞たちに16種の
語義が説かれ、菩薩たちに13種の語義により説くことである。行道の円満は、世尊が衆会によ
り固まれ、尊敬し恭敬する在り方で上品にとどまっていることである。
そこで、「比丘」と言う意味は3種で、魔と外道を滅し、乞食と戒を護る者がサンガの数に
入り、清浄な生活で生活し、三門を浄化してとどまることである。そのサンガの4人以上の多
くの比Eが同じになり論理と教義が混ざらない意味である。「大Jとは、法と数などの大をと
もなうことと、学と無学より勝れているので 殊勝が大きく、智慧と知を見るので功徳が大き
く、 l万2千人がいるので数が多いので大である。「一緒に」とは、一つの場所の意味である（23）。
[7］「すべても阿羅漢だけである」と言うものから、「自在のみ」までに述べたものは（24）、
功徳の円満で、経典から16種の語義が述べられている。それも略して3種にまとめるならば、
上の言葉を後のもので解説した経典と、一般的な特徴と区別された特徴を説いたものと、意味
の略義との3種である（25）。上の言葉を後のもので示すことは、上の言葉により後の言葉が起
こされ、また後の言葉が上のものにより解説したものが、「漏が尽きた阿羅漢」と説いたものと、
一切の煩悩が尽きたものが「阿羅漢」と解説される如くである。「漏が尽きた」とは、煩悩が
明らかに動くことで諸有において漏れるので「漏Jと言われる。明らかに動くことと習気の在
り方でとどまることのその2つもまとめて「漏」と言われ、それも、欲の漏と、有（26）の漏と、
無明の漏の3つである。四諦を見て修習することで捨てられる煩悩と随眠が欲漏である。色と
無色界において怒りを起こすさらなる煩悩が有の漏である。三界の15の無明が、無明の漏であ
る。そのうち、欲界の煩悩も欲が根本とされるので欲漏である。色と無色界における他の煩悩
により起きないが、有に結合することが煩悩なので有漏である。無明も実際に無明により漏れ
るので無明漏である。第4句により第2句を解くことが「自在に漏が尽きている」と言われる。
第2句と第3句により第4句を説くことが、漏が尽き、煩悩がなくなるので「真実の自在を得
ている」と言われている。煩悩が明らかに動くことと習気としてとどまることを捨てているの
で「自在を得ているJと言われる。第6句により第4句を説くことが、慧解脱と心解脱により
自在を得ることで、三昧の障害を捨てることによる「心解脱」と自性の障害を捨てることによ
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る「慧解脱」である。無明と愛などが捨てられることによる慧解脱と、それと結合した心が場
所を変えることによる心解脱で、その両者の過失を離れて、無為そのものを考察するので「自
在を」と言われる。それらの束縛である明らかに動くことと習気の在り方でとどまることも捨
てているので「煩悩はない」と述べられる。心解脱と慧解脱のために「聡明な」馬のように温
厚で従順で、、「大きな象」とは、例えば、不楽なすべての場所に行っても道は楽であり、損な
われずに行くように分けられた場所に至って、障碍がなくなっており、それ故に「なすべき所
作をなしている」。「なされるべき所作をなしている」ので、「荷を下ろしており」、「道諦と滅
諦が明らかに成立するので後の有を獲得しない」と言う意味である。有と結合する重荷を下ろ
しているので、「自利を得ており」、「浬繋の楽を得る」と言う意味である。自利の楽を得ても、
煩悩の原因を捨てるので「有に結合するすべても領受せず」、「三界に生まれない」という意味
である。漏が尽きた「真実の言葉により心解脱」で、心解脱は見により捨てでも、修により捨
てられる一切の煩悩を取り除き、「心の自在」を得て、功徳の究極により神変と神通などを完
成している（27）。
区別は二つで、一般的なものと、個別なものを説いた門で、「すべても阿羅漢である」と言
うことは、一般的特徴である。他の15義が個別の特徴である。阿羅漢の意味は、 15種の相応し
い意味があり、そのうち漏が尽きているので食べ物と座などのすべてによる供養に値するので
供養の場所で飾られている。一切の煩悩を離れているので師としての能力を成立させており、
利益と名声を求めることを離れているから。入ることにも相応しく、家と城市に入る際に心の
自在により欲の対象により惑わされないから。魔と外道を制圧するのに相応しく、心解脱智の
自信をもっているから。諸法に対する智慧が速やかに相応し、慧解脱のために諸法の特徴に長
けている。法の解説に対する遅速の過失を離れることに相応し、法の解説に対する知との関係
を厭うことを離れ、例えば駿馬のように心はとても従順で、あるから。一人で寂所に相応し、食
べ物と衣服などの一切の資具を集めず、ためることがないことで足りるを知ってとどまること
は、例えば大きな象が喧騒を離れているように。一人で禅定に執着せず、なすべきことをなす
ことで常に師の地を精進するから。常に空性の行のために所作をなすことで我と我所への執着
を離れているから。常に無相の行をともなうことで重荷を下ろしているので、滅そのものに住
している。常に無願の行をともなうことで自利の楽を得るので輪廻を願うことなく住している。
世間の禅定の楽味に執着することがないので有との結合を完全に捨てている。諸法の特別な功
徳、に対して、神通により楽しむので真実の言葉による心解脱である。勝義そのものの功徳に楽
してとどまり、心の自在を得ることで無為に触れるので心の自在を得ている。真実のままに知
るので一切衆生に対する利益の功徳を獲得させるから（28）。
まとめた意味は、上に述べた15の語を10の功徳にまとめるべきで、言説の結果と不可言説の
結果で、阿羅漢の結果において有為は言説で、無為は不可言説の結果である。 10種の功徳のう
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ち、漏が尽きることと煩悩がないことは、束縛と随眠の2つが捨てられるから。自在になった
ことと心と慧の解脱は、心の自在により世間の一切の功徳を制圧して、種々なる混乱を寂滅し
ているから。如来が説かれたものに続けて入るので、聡明な馬のように温厚で従順で意のまま
に自在になっている。特別な功徳の獲得は、象のように大きな威厳による力と神変の円満であ
る。なすべきことをなした特別な功徳については、世尊に対する奉仕と尊敬は、正しい法の奉
仕をなすことで、財産によるのではない。功徳の円満は、なすべきことをなした円満で、有学
の地は完成しているので滅諦の辺際に至るから。遥かに超えた功徳は、荷を下ろして自利を得
て、有との結合を完全に尽くして、死の重荷を下ろして、誤った生活を捨てることで利益と名
声を求めず、有の束縛を断じて有学の地を超えているから。上のまた上の功徳を集めることは、
真実の知恵の心解脱により無為の結果に触れるから。衆生に対する利益の功徳を集めることは、
心の正しい自在を得るために神変と神通を得るからである。上のまた上の功徳を集めるすべて
の功徳の辺際に至って、波羅蜜が円満になるからである（29）。
[ 8 Jまた、経に「このように」と言うものから「ナデイー・カーシャパ」の聞で（30）、これ
以後の大声聞の名前の解説に2つ。先にそれぞれの名前を説いたものと、功徳をまとめたもの
である。それらの声聞の次第は、ある者は出家の前後から設定され、ある者は大きな功徳によ
り先に設定され、それらも、世尊の最初の正等覚の時に5大声聞が出家した。その次にヤショ
ーダラの50の衆会が出家した。その次にウルヴイルヴァー・カーシャパの500人の衆会とガヤ
ー・カーシャパの300の衆会と、ナデイー・カーシャパの200の衆会と、シャーリプトラの100
の衆会と、マウドガリヤーヤナの100の衆会が出家し、総じて2510人が出家した。 5大声聞も、
最初に世尊が明らかに悟ってから法輪を廻した最初の時にアージ、ユニャータ・カウンデイヌヤ
が真実を最初に理解して、「私はすべてを知っているjと述べてからアージュニャータ・カウ
ンデイヌヤと名付けられた。マハー・カーシャパは、最初の仙人の光をもっ者の種で、このカ
ーシャパ自身が最初に誕生した時も光が生じたので「カーシャパ」と名付けられ、他のカーシ
ヤパより白いので「マハー・カーシヤ；＼」と名付けられている。ウルヴイルヴァー・カーシャ
パと他のものは、水と山と木の実から名付けられ、名称のみに尽きている（31）。
[ 9 J経典に、「シャーリプトラ」から「カッピナ」までで（32）、それぞれの名前が解説され、
シャーリプトラは、鷲の名前と同じで、美しい目の子なので「シャーリプトラ」と名付けられ
る。マハー・マウドガリヤーヤナは、昔の仙人自身が山に住み、豆を撒いたことから姓になり、
マウドガリヤーヤナのその母の相続なので「マウドガリヤーヤナjと名付けられる。神変が大
きいので「マウドガリヤーヤナ」と名付けられる。マハー・カーテイヤーヤナは、昔の仙人が
一人で頭を剃ったことから姓になり、その理由から姓から名付けられている。これ以後の声聞
たちのある者は、星から名付けられ、ある者は以前のバラモンの姓から名付けられ、ある者は
形が似たものから名付けられており、一般的に名称だけに尽きる（33）。
チベット語訳『妙法蓮華註』「序品」和訳（1)
日O］経に、「学と無学」と言うのは（34）、戒と三味と智慧が学処であり、その3つにとどま
るのが学である。その3つを完成したものが無学で、ある（35）。
口日経に、「8万の菩薩摩詞薩」と述べたものが（36）第5で、聖者の不可思議な功徳を説い
たそれも 3種に分けられる。その数と、その功徳と、それらの特徴がそれぞれ区別される。そ
こで「菩薩摩詞薩」と言うものに2種の意味があり、大智を最高にすることで自利が説かれ、
大悲を最高とすることで利他が説かれている。菩提は、分別の意味で、成就させるべき結果で
ある。薩涯は、悲心で衆生を救うことに勝れている。また、三菩提による成就を対象と時によ
り寵を満たすことなく努力するので菩薩である。また、菩薩は智慧である。薩埠は方便で、そ
の法自身により衆生に対する利益と楽の力であるから。摩詞とは、第八地以後のものが「大」
と言われ、他の菩薩と三乗たちを別にするために「大」と言われる（37）。
日2］経に、「無上正等覚を退かない者たち」と出ているのは（38）、以後の13句により聖者の
功徳が説かれており、それも 2種に区別される。上下の支分に分けることとまとめた意味が説
かれている。支分は部分で、前の部分で一般的特徴が説かれている。後の部分で個別の特徴が
説かれる。「無上正等覚から退かない」と言うものは、その一般的特概で、他は、それぞれの
特徴である。「無上正等覚」とは、入ることを理解する 4種の意味である。清浄法界を理解す
ることが無上の理解であり、外部の外道の理解より特別に説かれているもので真実の理解で、
二乗の理解より特別に説かれているので円満な理解で、菩薩の行を完成していない者たちに対
して特別に説かれているので「正等覚」と説かれている。不退転も、信解からの不退転と、列
を退かないことと、入ることを退かないことと、行を退かないことである。また、不退転に2
種あり、すでに得たものを退かないことと、得ることになるものを退かないことである。得た
ものは、第一地である。得ることになるのは、第八地以上である（39）。
口3］また、経に「陀羅尼を得ている」と言うものから「不退転の法輪を廻す」と言うまで
には（40）、これ以後は12句により区別する部分が説かれており、それを区別するものに10種あり、
最初の9句により自利が説かれ、次の l句により利他が説かれ、最初の9句にも 2種あり、最
初の8句により有為の功徳が説かれ、次の1句により無為の功徳が説かれ、最初にも 2種あり、
最初の5勾により福徳、と知恵、の資糧が説かれ、後の3句により悲と知恵、が説かれている。最初
の5句も 2種に分けられ、最初の3句により内行が説かれ、その次の2句により善を把握する
ことが説かれている。最初にも 3種あり、自利の成就と、利他の成就と、善法を把握する利益
である。把握にも 2種あり、行の成就を把握することと、疑惑を断つことである。悲と知恵の
解説も、前に慈愛と悲心が説かれ、その次に、智慧と知が説かれている。それも 3種である。
法を聞くことから退かないことは、そのすべても陀羅尼を得ているからである。陀羅尼は、保
持のための陀羅尼で、それも 2種である。まとめたものの保持と、広げたものの保持である。
また、保持は、言葉と意味の保持により法を聞く者たちが忘れずに把握するのでまとめて把握
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することである。第八地以上の菩薩は一切法に耐えることができ、考えることができ、保持す
ることができ、忍が聞慧で、心が思慧で、把握することが修慧である。そこでも、広げること
を把握することは4種で、法を広げることの保持と、意味を広げることの保持と、法を喜ぶこ
との忍と、明呪の陀羅尼である。それも 2種で、最初は成就するものである。第3は、成就す
べきものである。聞などは、自利である。法と目的などは、利他である。それも、原因と結果
の在り方に分けられる。法を説くことを退かないことは、 4つの大きな自信と 7つを持ってい
るからであり、 2種の地において退かないからである。輪も 3種で、八聖道に対して中心と周
縁などが円満なので完成した意味と変化と転移の意味で、見道により修道を行くことと、修習
により不退道にとどまり、聖者になることと自分自身が聖者であることで利他を示すように、
一つ一つ相続して転移する意味と、「例えば輪の迷乱により裂かれ、制圧されるように、聖者
の道にとどまる心の煩悩を制圧する」と言う意味とで3つである。また、この輪の意味は5種
で、法を区別する支分と真実の見解などが輸の自性にとどまることと、聞と思などの聖道を起
こしたものが輸の原因のようにとどまることと、解脱の五誼などの聖道における空が輸の支分
にとどまることと、聖者の四諦などが輸の行境にとどまることと、 j呈繋と菩提が明らかに成立
したものが輸の結果にとどまることで、その5つの法も聖教と典籍と行と結呆に見られる（41）。
日4］経に、「数百干の仏を尊敬し、数千仏が正しく賞讃する」までで（42）、それに対してこ
れは、善友に依る不退転であり、数百干の仏を尊敬し、百干の仏に善根を起こし、数百干の仏
が正しく賞讃することは、自分の身体と心をまとめることで一切の善業により供養し、奉仕す
ることである。その奉仕をなすことも、 10種に区別され、如来の舎利と塔の明らかにあるもの
に対して供養し、奉仕して、さらに、他の如来の舎利と塔を明らかに作って、供養し、奉仕す
ることである。また、一人の如来の塔を十方の三時の如来の塔と思って、供養と奉仕をなせば、
すべてに対して奉仕と供養をなすことであり、そのような特徴そのもので自分自身が供養をな
し、また悲心により貧者に対して実践によりできるだけ布施をなして、「すべての者を喜ばせ
なさい」とその行を他者に対しでも献上し、供養させ、自分が供養と奉仕をなすように、他者
もなすようになり、香と花と宝珠などを敬意をもって供えることで供養と奉仕をなし、広大な
奉仕と供養をなすことは、長い間供養と奉仕をすることで、清浄な心で大菩提に廻向してから
自分の数百千の身体で無数の如来に無量の香と花で供養し、奉仕すべきで、無数の喜ばしくて
快い言葉を10方に満たして供養と奉仕をなし、また我慢と倣慢を捨てて清浄な供養により奉仕
をなし、真実の行による供養と奉仕をなすことは、回無量を明らかに修習して、誰に対しでも
求めるものをそのように与えて、利那だけでも真実性に忍と信をとどめてから動かずに無相の
心により菩薩の律儀を捨てずに四摂事の正しい行により供養し、奉仕することは、過去の供養
が育ち、警聡も耐えられない。特別によい奉仕で、福徳と功徳が無量なので法と僧にもそのよ
うに供養する（43）。
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口5］経に、「身体と心を慈愛により正しく修習する」から「波羅蜜の在り方を理解している」
とは（必）、それぞれの法に入ることが慈愛と悲心であり、身体と心を修習するので他者に利益
をなしており、苦の場所から引き出し、楽の場所に入れる（45）ことである。真実の界から知恵、
が退かずに入り、 2つの我見を離れる知恵、により大きな智慧を理解し、真如の界より退かない
ので波羅蜜多の在り方を理解している（46）。
口6］経に、「数百千の世間界に知られている者たちが数百千万億那自他の有情のすべてを解
脱させているjと出ているのは（47）、なすべきことをなしていることで法にとどまっているの
で退かず、如来の説かれたものを保持することで方々に知られており、数百干の衆生を解脱さ
せている。功徳の殊勝をまとめたものは、どこにとどまり、如何なる心にとどまり、如何なる
知恵にとどまり、如何なる行境にとどまり、如何なる自信にとどまっているのかを知ることは、
数百千の無量の如来に供養と奉仕をなすことで善根を起こし、善知識にとどまることである。
どのような心に依るのかは、慈愛と悲心を修習したものにとどまり、無限の一切衆生を解脱さ
せ、利益をなすことを思うことである。「如何なる知恵にとどまるのか」と言うのならば、如
来の知恵に入り、大智により般若波羅蜜の在り方を理解することで、知恵も 3種で、甚深なる
知恵、を区別することで衆生たちが如来の知恵に入り、神通の知恵で、大きな力と神通により有
情を導くことで利益をなす知恵である。大きな智慧により真実の辺際を理解する知恵が、般若
波羅蜜の在り方を理解する知恵である。「知何なる行境にとどまるのか」と言うのならば、数
百千の世間界において知られており、器と衆生の世間は、諸菩薩の成就の行境である。「如何
なる自信にとどまっているのか」と言えば、数百千那由他の有情をすべてから解脱させること
で、菩薩は3種の知恵により多くの衆生を解放し、利益をなしている（48）。
口7］経に、「すなわち、文殊師利大菩薩と、観自在大菩薩と、得大勢菩薩摩詞薩」とは（49）、
これ以後の菩薩のそれぞ、れの特徴を区別したもので、一般的特徴とそれぞれの特徴とである。
これらの菩薩のすべても、過去の誓願と行から名付けられており、 7片に分けて解説するべき
である。最初のこの3人の菩薩は、衆生を苦から引き出し、楽を与える力をもち、文殊師利は
北方の宝積如来で、その名前を聞くだけで一切の罪過が浄化され、『仏華厳経』にも、「東方の
五台山に住み、 1万の菩薩と一緒lこいた」と出ている。観自在菩薩は、見ることに精通してお
り、衆生を見て、苦の地から引き出すことに精通している。『授記経』に、無量光如来が浬繋
してから聖観自在に授記し、その次に聖大勢至に授記し、大勢至菩薩は赴いたその世間界を動
かすなどの大力を示し、衆生の苦を寂滅させるので「大勢至」と言われる（50）。
口8］経に、「常精進菩薩と不休息菩薩」と言うものは（51)、自利の行と利他を努力し、順序
通りである（52）。「宝掌と勇施菩薩」は、衆生で貧困と病気により悩まされている者たちにあら
ゆる種類の利益をなすので名付けられている（53）。「宝月と月王」は、衆生の無明の閣を取り除
く門から名付けられている（54）。「大力菩陵たち」は、衆生を教化し、無限の衆生を大小の力で
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救済する（55）。越三界菩薩と肱陀婆羅菩薩は、世間を解放し、妙法を護ることから名付けられ
ている（56）。弥勤などの菩薩は、世間と出世間の意味から名付けられ、苦の地から引き出す菩
薩は宝を衆生に与え、浬繋の寂静に入れることから付けられている（57）。「それらなどと一緒に
いるJとは、まとめの言葉である（問。
口9］経に、「帝釈天の各属の2万天子」は（59）、上に外の衆会と内の衆会の2つを述べたも
のについて、内の5衆は上に説いたものであり、外の10衆は人と非人に区別し、非人も天と非
天に区別し、天についても欲天と色天に区別し、欲界の天についても帝釈と、四大王と、自在
天の3つである。そのうち、これが最初で、地に住するものと虚空に住するものとに区別され
る。地に住するものは、帝釈と四大王で、帝釈は、須弥山頂に住み、 33天の王である（60）。
[20］経に、「月天子（61）」と言うものから「2万と一緒に」と言うまでは（62）、その3つの光
をもつものは四大王の界に属しており、「日天子は聖観自在で、月天子は聖大勢至で、虚空蔵
菩薩は宝光菩薩である」と経に解説されている。日は、 50量により固まれ、月は、そのとおり
である。星は、水晶から作られ、「内の大きなものを18クローシャにより固まれ、内の小さな
ものを4クローシャにより固まれている」と解説され、それらのすべても、虚空を動き、四洲
のまわりを動き、動く地は須弥山の中腹を廻っている（63）。
[21］経に、「大自在天子の衆会と一緒にいる」とは（側、虚空に住する天で、双子と歓喜を
もっ天が自在天の子で、善の異熟が大きいので上から上に正しい結果が生じる天の如意樹から
望むものを何でも受けて、自在なので白と他の享受が円満で、ある（65）。
[22］経に、「裟婆の主である党天と先天の衆会と一緒に」とは（側、それらが色界の諸天で、
禅定の次第によりとどまり、その天の主は他者に利益と喜びをなすので悲しまず、ムニを領受
するので苦しまない（67）。
[23］経に、「八龍王の多くの衆会と一緒にいるjまでは（側、これ以後の非天の五衆からの
最初で、龍の衆会である。ナンダとウパナンダは過去の兄弟で、善心により雨と風を適時に降
らす王で、さらにまたそれぞれの功徳と力から名付けられている（69）。
[24］経に、「四緊那羅王の衆会と一緒にいる」とは（70）、心地よい声の功徳をもっ者たちで
ある（71）。
[25］経に、「乾閤婆の種の衆会と一緒にいる」とは（72）、彼らは動いて、踊りと音楽の心地
よい声を与え、香により生活する（73）。
[26］経に、「阿修羅の四衆たちと一緒に」とは（74）、天の行がなく、動揺と虚偽による行が
多いので天ではなく、例えば「人の典籍を損ない、人ではない」と言われるように。稔伽行の
典籍では、天界と解説されている。他のものには、餓鬼と畜生の界に属するとも説かれている
(75) 
[27］経に、「ガルダの四衆と一緒にいる」とは（76）、ガルダは四生から生じ、龍の種も 4種
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から生じ、このガルダは食物として龍を食べる。食べる方法は、このガルダは翼で海に至り龍
を取り出して食べ、福徳をもち如来の衆会に生まれた龍たちは、ガルダにより殺されずに四無
量の心により守られるので、「比丘たちよ、誰であれ一切の害から解放されることを望むため
に四無量に依るべきである」と説かれている（77）。
[28］経に、「ヴイデーヒーはアジャータシャトルと一緒である」とは（78）、人の王の衆会が
説かれ、王を述べたのは、勝者が集まっているからで、アジャータシャトルの物語は、未だ生
まれていない過去において父を殺す想をともなっているので、未生の父の敵と訳されており、
その彼が父を殺したことが、声聞の典籍では罪を告白したことで地獄に球を投げられただけの
ものに生まれたが、後に独覚の結果を得るとも解説され、大乗では、甚深なる法を理解する告
白により地獄に落ちないとも解説され、詳しくは『大築浬繋経Jに説かれている如くである（79）。
注
( 1) 和訳箇所は、『丹珠爾（対勘本）：中華大蔵経』第69巻， pp.493 517に相応するが、批判的校訂版の
テキストを別に出版する予定である。なお、〈付録〉「漢文テキスト「序品」の科文（1）」は研究協力者
金納坤氏によるものである。
( 2) 前稿と同じように、『法華経』の引用箇所に対して、党（ケルン）、蔵（中村瑞隆）、漢（鳩摩羅什訳、
『大正新惰大蔵経.l）の該当箇所をあげておく。
[ 1 ] Skt. 1.5: Tib. 1.3; Chin. lcl9. 
( 3) 65lbl: [ l ］経如是我聞賛日－
662a4-15：如是我聞等以三門分別一説之所由二立之所以三正稗其文説所由者如大術等経説其本縁備臨浬
繋時悌命有疑嘗問時優婆離阿棲駄教阿難請間四事ー傍滅度後諸比丘等以誰震師二依何慮住三悪性比丘如
何治罰四一切経首堂置何言例教之云我滅度後以波羅提木叉矯汝大師依戒而行依四念慮住安慮其心悪性比
丘党檀治之党檀歎然故不態打罵但歎掻故一切経首蛍置如是我聞等言後阿難結集還依悌教康述所由皆如経
説
( 4) 漢文は『大智度論』のタイトルを記しているが、チベット語訳者はテキストの特定ができていない。
( 5) 『仏地論」の四義。漢文では、『摂大乗論』『見婆沙論』『顕揚論』などの諸説が言及されるが、チベ
ット語訳者は、各タイトルには言及せず、「軌範師」でまとめている。
( 6) 真諦三蔵による解釈。
(7) 長耳三蔵による解釈。
( 8 ) 662al5 663a21：由皆如経説立之所以者震令衆生生信順故智度論云如是我聞生信也信受奉行生智也信
矯能入智篤能度信翁入法之初基智震究寛之玄術信則所言之理順順則師資之道成由信故所説之法皆可順従
由順故説悪二徒師資建立於此信中略震十穣ー趣極果之初因依仁王等経趣聖位之初因故四十心以信篇首最
初愛起大菩提心須具十徳起三妙観大菩提心以善根矯白髄以善友矯縁以不退屈而f奇策後善根即信精進念定
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慧故掻大乗云i青浮増上力堅固心勝進名菩薩初修無数三大劫二入諦理之基漸諸論皆説終入聖位有信根信力
有信根故高普因此而生有信力故四魔不能屈伏因此経初創令生信三通妙虞之讃浮能越悪道離賎貧困故入聖
巳登四不壊信信三賓故能越悪道由信戒故離賎貧困故論亦説有信現観四荷至徳之喜依毘婆沙説信者食法味
之嘉手撃例法者如大龍象以信篤手以捨矯牙以念潟頚以慧矯頭於其雨肩携集善法象所飲母性以鼻震手故挙例
法者最初生信五聖七財之元胎法財初故撃者大商元規法賓教獲聖財故初生信頼揚論云七聖財者謂信戒開捨
慧↑斬’鬼信即一罵六善本因之淑路善法本故稀伽論云入諸善法欲潟根本作意所生鰯所集起受所引掻定潟増上
慧矯最勝解脱潟堅周出離矯後遺欲潟本者起希望故作意所生数警資故鰯所集起和心心所封勝縁故受所引揚
領在心故定震増上，L、微寂故慧篤最勝捧善悪故解脱篤堅固息纏縛故出離潟後遺覚道涌故信既矯欲依故最初
令起七啓機門之勝手接教手故倶舎論云抜衆生出生死泥又後陳正宗主書偽教手序令生信篤衆生手雨手相接出
決泥故又智度論云如人有手至於賓山随意所取若其無手則空無所得有信心人入保賓山得諸道呆若無信｛、量産
解文義空無所獲，l湛心水之j青珠令心i手故成唯識云信如水珠能清濁水能治不信性i軍濁故九建名道之良資宣
尼云兵食信三信不可棄白古皆有死人無信不立如大車無税小車無航人而無信不知其可十頴哀誠之佳停春秋
言有有明信澗峻沼i止之毛頭繋蓮藻之菜可薦鬼神可差公王而況君子結二園之信此中十義初八依員後二依俗
故経首置如是経義親従働問離増減失~令衆生起信築心順修撃故正蒋其文者悌地論説如是之言依四義縛ー
依筈日食如有説言如是富貴釦毘沙門如是所倖所開之法如例所説定無有異定潟利幾方便之因或嘗所説如是文
句如我昔間二依教議如有説言汝嘗如是譲諦経論此中如是遠別偽之教議近則侍法者之教議也或告時衆姐是
嘗聴我昔所聞三依問答謂有問言汝嘗所説昔定問耶故此答言如是我間四依許可如有説言我嘗矯汝如是而思
如是而作如是而説謂結集時諸菩薩衆成共請言如汝所間首如是説俸法菩薩便許可言如是営説如我所開或信
可言是事責日；是謂如是法我昔所開此事知是斉此首説定無有異由四義故経初皆置如是我聞員諦三蔵云微細律
明阿難昇座集法歳時身如諸偽具諸相好下座之時還復本形勘集裁惇亦作是説衆生三疑ー疑悌大悲従浬突起
更説妙法二疑更有例従他方来住此説法三疑彼阿難車専身成例矯衆説法今額如是所説之法我昔侍備毅所曾間
非偽更起他方悌至車事身成併~除此疑故経初言如是我聞結集之縁如戴章説注法華云如是者感感之瑞如以
順機受名是以無非立稀衆生以無非矯感如来以J!I！機筋懸惇経者欲額名教出於感鷹故建言如是注無量義云至
人説法但f害額如唯如篤是放言如是賓公云以離五誇名矯如是第一句如是此経離執有増益誘第二匂如是此経
離執無損減誘第三匂如是此経離執亦有亦無相違誘第四匂如是此経離執非有非無愚嬢誘第五句如是此経離
執非非有非非無戯論誘光宅云如是終傍所間前題奉一部也如是一部経我親従悌開即矯我聞作呼轍耳梁武帝
云如是如斯之義是悌所説故言如是長耳三蔵云如是有三一就悌三世諸悌共説不異名知以同説故稽是二就法
諸法賞相古今不異故名翁如矯如而説故稽震是三就僧以阿難聞望偽本教所偉不異故名矯如永離過非故稽~
是由此同説稿理無謬所停不異故経可信以上合有一十五穣
( 9 ) [ 2 ] Skt. 1.5; Tib. 1.3; Chin. lcl9. 
(10) 663a21-664a8：言我問者侍法菩薩自指己身言如是法親従側聞故名我聞非謂我者定属一人我謂諸蓮世
壁宜主然我有三一妄所執我謂外道等所横計我二仮施設我謂大浬繋築浄常我除二乗倒強施設故三世流布我
謂世共俸天授綱授等今惇法者随順世間指自稀我不同前二lP是無我之大我也問諸f弗説法本除我執何故不稀
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無我乃言我問答有四義一言説易故若説無我通葱慮界知此説誰二順世間放三除無我怖故言無我者潟誰修事
固有自他染浄因果事業等故所以稀我問若爾何故不稀名字但稽我耶答有三義一示不希俗宗難額虞語不義俗
理難額妙言不＊~主欲額虞諦不離俗故二我者主宰自在之義集法侮云有三阿難ー阿難陀云慶喜持整問裁二阿
難蹴陀云喜賢持濁覚毅三阿難伽羅云喜海持菩薩戒但是一人随徳名別由是阿難多聞聞持其聞積集三慧斉備
文義並持於三蔵教線持自在若稽名字難順正理無於諸法得自在義由斯稽我不道阿難三我者親義世間共言我
見我聞此持篤親詮若言阿難問或非親聞従他傍受今額親聞世尊所説非是惇聞破他疑網故不稀字盤宣盆盟盟
謂耳根発議感受所説今駿耳別就我線稀故云我間難依大乗根識，心所封境和合方名潟間然根五義勝於識等放
根名関根五義者所謂依愛属助如根知根者知根明昧識亦明昧若但問要可唯在耳既縁名義便在意中故議伽言
聞謂比量耳根名問者親聞於聾奥意翁門意方開故以二篤門葉習在線因聞所成縛名篤聞駿別耳意総名我聞問
慶喜子時親亦見費知傍所説何故但言我聞不言我見等答有三義一欲諮深理要先聞法名等詮義非色等故二些
界以撃而矯備事聾篤所依名等有故三希詮菩提要間薫習由聞葉習成出世故由斯経首不説見覚知唯説我聞擦
貧子時亦見悌説諸鈴併土以光明等而潟傍事可言見等於此義中謄生分別問潟僻説法言我能聞矯併不説言我
聞耶答有二解ー者龍軍等言悌唯有三法語大定智悲久離戯論曾不説法由悌慈悲本願縁力衆生識上文義相生
此文義相難親依自善根力起而就強縁名矯悌説由耳根力及自意嬰故名我間以魚種性故無性云随堕八時間者
識上直非直説来集顕現以矯鰻性彼自難云若爾云何菩薩能説彼論初言薄伽党前巳能普入大乗菩薩魚類大乗
健大故説撮大乗品故潟此難論復自答彼増上生故作是説嘗如天等増上力故令於夢中得論呪等放経亦言始従
成道終至漫繋於其中間不説ー字如母歯指子生喚解二者親光等言併身具有蓮慮界等由離分別名無戯論量不
説法名無戯論謂宜問者善根本願縁力如来識上文義相生此文義相是悌利他善根所起名矯悌説問者識上難不
栽得然似彼相分明顕現故名我聞世親説言謂絵相績識差別故令官余相績差別識生彼此互矯増上縁故由此綬説
我所説法知手中葉未所説法如林中葉如末尼天鼓無思而作事故此中二解随彼爾文締互解稗謄知孟且担是韮
聞意避増減異分過失謂知是法我従側聞非他展縛顕示問者有所堪能諸有所開皆離増減異分過失非主日J愚夫無
所堪能諸有所開或不能離増減異分結集法時停傍教者依如来教初説此言潟令衆生恭敬信受言知是法我従悌
聞文義決定無所増滅是故問者藤正問己如理思惟嘗豊富修皐
(11) [ 3 ] Skt. 1.5; Tib. 1.3; Chin. lcl9. 
(12) 664a9 c6: [ 2 ］経一時（lcl9）賛日第二説教時分也此有二義一法王啓化機器成集説墜事詑穂名一時
二説者聴者共相舎遇時分無別故言一時機感腰化時無別故初就剃那相績無断説聴究寛仮名一時監査二盤二
者道理時説謹二徒雄唯現在五通諸行剃那生滅即此現法有酬於前引後之義即以所酬仮名過去即以所引仮名
未来封此二種説矯現在此過未世並於現在法上仮立即説謀者五葱諸法利那生滅前後相績事緒究寛仮立三世
線名一時非一生滅之一時也二者唯識時説製二徒識心之上聖堂作三時相状而起官是現在随心分限聖堂作短長事
緒終言乞線名一時如夢所見謂有多生畳位唯心都無賓境聴者心繁三世亦爾唯意所縁是不相膝行誼法界法廃所
掻此言一時一則不定約剃那二則不定約相績三則不定約四時六時八時十二時等四則不定約成道己後年数時
節名第一時但是患者根熟感傍矯説説者慈悲願機震談説聴事言乞線名一時不定約利那等者聴法之徒根器或鈍
説時雄短聴解時長或説者時長聴者亦久於一利那猶未能解放非利那亦不定約相績者由能説者得陀羅尼説一
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字義一切皆了或能謀者得浄耳意聞一字時一切能解放非相績白於ー曾謀者根機有利有鈍如来神力或延短念
矯長劫或促多劫篤短念亦不定故線約説聴究寛名矯一時亦不定約四時六時l時十二時者一日一月照四天下
長短喧寒近遠重夜諸方不定恒二天下同起用故又除己下上諸天等無此四時及八時等経擬土地諸方流通若説
四時等流行不遍故亦不定約成道己後年数時節者三乗凡聖所見例身報化年歳短長成道己来近遠各不同故経
擬三乗凡聖同開故不別説成道己後若干年歳然諸経中有説相穣者此経下云説是法華経i繭六十小劫即其事也
有説四時者浬繋経言二月十五日有説六時八時十二時即浬繋云於其長朝鴫楊校時金剛般若云飯食il:牧衣鉢
洗足己敷座而坐日正午時上生経云於初夜分奉身放光遺教経云於其中夜寂然無聾有説成道己後年数時節者
十地経云第二七日於他化自在天王宮摩尼賓戒殿内説華巌経又法華経云三七日中思惟是己趣波羅奈縛四諦
輪又無量義此経等云我成道来四十鈴年等雄有是説随一方域化土衆生聞見結集且作是言の非初穂l題説法時
是故倶懸総説一時間慮中有j争穣随機定説慮時中凡聖殊何容不別説答説庭標i手織j争犠可定知説時有短長聖
凡不可准ー曾機宜有利有鈍長時短時如何定准故庭可定説而時但綿l言一時
(13) [ 4] Skt. 1.5; Tib. 1.4; Chin. lcl9. 
(14) 664c7 6fia7: [ 3］経悌（lcl9）賛日第三説教主也党云悌陀此略云備有慧之主唐言魔者覚有三義一
自覚勝凡夫凡夫不自覚故二覚他勝二乗彼不覚他故三豊立旦通勝諸菩薩菩薩難復修於二貴行未満故悌地論
云具一切智一切種智能白開質亦能開質一切有情如陸夢覚如蓮花開放名矯悌一切智者能自開智如陸夢貸智
観於空智理智虞智無分別智如所有也線相而言断煩悩障得一切種智者資有情智如蓮花開智観於有智事智俗
智後所得智蓋所有也線相而言断所知障得准諸経党本皆稽本師名薄伽党悌教安置以此一言合諸徳故翻誇之
主意存省略随方生善故稽偽名問此三身中何身所揚答准庭准機磨重草間而潟化悌准文准器教菩薩而即報身感
者根品不同庭現故通報化王城鷲嶺劫蓋火焼驚子閉経即化悌也我土安際書量長遠文殊在中即報身也歴化非
覧悌亦非説法者推功婦本即法身也所以稀讃大乗功徳経住法界寂明法身説悌地経等住賓華王十八園漏乃報
身説此経王城跡即化偽説擦理而言賓通三備態物現身非定一故楊伽経中説三｛弗身説法各別皆説法故由此幼
師羅長者視三尺以君主，L、五百婆羅門見灰身而起信無漫身之菩薩窮上界而有官会住小聖之凡夫叡丈六而無重今
願主尊教随定勝初標教主令生喜，心
(15) [ 5] Skt. 1.5; Tib. 1.4; Chin. lcl9. 
(16) 665a8 666al4: [ 4］経住主合城香闇堀山中（lcl9）賛日第四所化慮也遊化居止目之潟住主主畳ヰ藍
i主主塵主義居止在山遊化在城中悌依此中遊化安慮古人因此解聖天党悌等住住名難同義意全別語遼義幽之
慮曾不属心名同理別之文虚張援擦此魚未可也党云矩奪掲羅補羅城唐言上茅城摩掲陀閥之正中古先君王所
都之慮多出勝上吉祥茅草因以潟名崇山四周以潟外郭西通狭径北闘山門東西長南北狭周一百五十鈴里内宮
子城周四十里渇尼迦樹遍諸道路華含殊複色嫡黄金暮春之月林皆金色宮城北門外有窒堵波是提婆達多輿未
生怨王共震親友放護財酔象欲害虫日来如来指端出五師子醇象鍋伏之庭次此東北有窒堵波是舎利子逢馬勝比
丘得初果庭次此正北不遠有大深坑是室利趨多此云勝密火坑毒飯欲害悌慮宮城東北行十四五里至姑栗陀羅
矩托山唐言鷲峯亦謂鷲蓋接北山之陽孤標特起既栖棲鷲烏又類高蓋空翠相映濃淡分色仰成道後向五十年多
居此山康説妙法奮云誉閣堀山乃云霊鷲山鷲鳥於此食人屍名霊鷲山詑市略也頻婆裟羅王~開法故興号室人徒
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白山麓至零峯跨谷陵巌編石篤階庚十吉宗歩長五六里路有二窒堵波ー謂下乗即玉至此徒行以進二謂退凡即簡
凡人不令同往其山頂東西長南北狭臨崖西撞有瓢精舎高度奇製東閥其戸如来在世多居説法今作説法之f象量
等如来之身精舎東有長石働経行所履也傍有大石高丈四五周三十鈴歩是天授迄榔撃偽傷足出血者也其南岸
下有宣言堵波併説法華経慮山城北門行一里絵至迦蘭陀竹園薗薗東有宣言堵波未生怨王分得舎利建之供養竹林
薗西南行五六里南山之陰大竹林中有大石室是大迦葉波結集法裁之慮竹林薗北二百自主歩至迦蘭陀池池西北
二三里絵至易羅閣結利咽城宣宣王金外郭己壊無復遺堵内城難致基N1上猶存周二十絵里面有一門担盟室蓋墨
王都在上茅宮城編戸之家頻遭火害一家縦逸四隣権災不安其居衆庶嵯怨玉日我以不徳人庶遭患修何徳業可
以嬢之群臣白言大王徳化家庶不謹請市lj巌科以懲後犯若更有犯遷之寒林寒林者棄戸之所俗謂不祥之地人絶
遊往使同棄戸彼既恥居嘗白掻謹王遂其言以施巌令乃先宮内自失火害王日我其遷尖乃命太子監撮留事自遷
寒林吠合主主王聞住於野集軍来伐芸春候奏聞王遂建城而居以王先舎於此故稽玉舎域君有云至未生怨嗣位己後
方築此城乃更矯高厚非新築也至無憂王遷都波托麓以主舎城施婆羅門故今城中無復凡庶唯婆羅門成千家失
古人有説山城矯王舎城有九億家或云置千玉於此皆謬也王都既在王合併住鷲峯城山雨慮讐彰自他二化倶説
主峰茎主主論云序分成就者此法門示現二種義成就ー者一切法門中最勝故如王舎城勝官会一切域舎故城乃摩掲
陀園之正中人王之所都庭表一乗乃三乗之中道法王之所住境域既勝徐城故経勝官会経故也二者示現自在功徳
成就故如誉闇幅山勝官会諸山嶺此法勝故倶蘇摩城既是山城近於王舎乃有多山此山濁勝高而額放表、法高額出
過二乗自在窺嶺功徳i繭故或如城勝徐城無麗物而不出法勝自主法無嘉徳而不具山勝吉宗山第好烏之所栖止法勝
除法篤上人之所止遊故復云妙日食通教理或教妙如城含妙理故理高如山出二乗故所以此経在王城居鷲嶺有所
主主般若通貫五門舎衛豊其四徳故多居彼不依絵慮金生麗水東俗所侍提河有金西土成悉生死如河流不掲故
浬繋如金可賓重故既河中而有金表生死中而有国寂故於阿利羅抜提i可法説浬繋也各有所表由来遠矢古説此
経合居四慮初在霊山二塔涌空中三働集浄土四嘱累品中分身悌還後居稼土今解慮三説唯在二慮有三者無復
還穣嘱累居後分身方還迄至緩終皆唯瀞土復還愛穣説経便~ti手穣唯二一初在霊山積土二分身併特集悌使愛
i宇井塔i雨空慮有三也説唯在二初在地上霊山創曾第二乗等宣暢一乗後塔涌空分身悌集穣迦輿多賓同座動信
此経迄至経末備令各還説経事詑傍方居地以後更不説法華故知説庭但唯有二今標創舎故説山城住標化庭僻
説化身欲令三乗欣築同故額悌悲深乗身倶妙能於穣慮而施化故若標報悌及額j手土恐二乗衆疑非己分不能修
故由此但額核廃化身
(17) [ 6 ] Skt. 1.6; Tib. 1.4; Chin. lc20. 
(18) 666al5-bl2: [ 5 ］経輿大比丘衆寓二千人倶（lc20）賛日七成就中白下第二衆成就也衆成就以五門解
穆ー額来意二彰権賓三定多小四明次第五依論解来意有五一矯誼信標聴衆者助成慶喜開法可信衆疑有三一
疑慶喜自談二疑従他俸間三疑絵人所説今額同開詮経可信智度論云説時方人令生信故二矯瀬徳如天帝稗諸
天園綾大党天王党衆園緯等今額法王諸聖園続三矯啓請利物之方必懸所欲次第宣唱先因後果身是果慢行是
因性乗篤所撃方便品下輩壬孟蓋震釆権賓故綴令捨権就貫之境安繁行品主珪旦童正明捨権就賓之行書量品
中彊車二重~身権賓故穎捨権就官之果因縁之経令除法慢若不因請企意難生故撃開請境一乗正逗彼根悟菩
薩請行及果讃讃因亦利之四潟嘗機退菩提，心者三根領悟三周説一乗菩薩領悟説書量等随類獲益撃聞凡夫遠
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塵離垢愛菩提，心彼聖者類週向大乗菩薩凡夫疑網皆遣詮虞達聖聖者菩薩得無生法忍等賞得菩提故矯三機説
斯妙法五震引掻首時衆集矯引嘗時絵生後心経具陳者篤引今時衆生後意若無勝侶j手信不生悌地論云列菩薩
者輔翼国i蔚天龍等者各属国涌浄土尚然何況穣利上来五義並篤来意
(19) 666b12-2D：三重重重宣如例地論二星生直i手械土中整問等官菩薩~権報土之中菩薩f書官撃聞等権今此
化報倶有随磨雨宮二権初列霊山化悌菩薩在中篇権衆生見於劫墨浄土常安毒量無漫報身報士撃聞等衆非賓
況多賓分身悉震化現准知報化権賓理彰論中既説有化撃聞i繭慈等是白徐化衆多賓分身等也
(20) 666b20 c15：三主宝生霊初有十五衆一高名大徳衆二無名大徳衆三尊重諸尼衆四内容諸尼衆五聖徳難
思衆六帝穆諸天衆七三光四王衆八二自在衆九色界諸天衆十龍衆十一緊那羅衆十二乾閣婆王衆十三阿修羅
衆十四迦棲羅衆十五人王衆復有六衆ー多賓二分身三龍宮四涌出五妙音六普賢此衆二徒開法誼法行法持法
説法護法有差別故此中有六門異一三乗無猫畳猫貸多分出鉦偽世教雄被彼時無果成故不在曾仁王経中即具
有之下文亦陳有求彼者二三界無無色界光照有縁可来開法彼界光所不及機亦不熟所以不来仁王亦有孟互盤
基盤盛光雄照彼無縁不来来有二義一光照二有縁地獄光臨無縁不至無色並関所以不来一乗進習必依容珠之
身地獄苦逼無暇可習陀羅尼経本息衆苦威力所致地獄亦来此経進善彼無容暇故彼不来所以光照者令見生厭
故令彼見光後心苦息故四四衆無優婆塞優婆夷下威儀成就中具列初文略放五八部無夜叉及摩喉羅伽下亦具
有六二王無縛輪聖王唯有小玉下亦具有此後三無下明所依威儀成就中一切具列
(21) 666c15-667a2：四明次第者初衆分四一撃聞衆二菩薩衆三八部衆四諸王衆或内護外護~次内護中盤聞
萱藍量生整問中僧尼潟次僧中有名無名篤次尼中尊重春属矯次盆重里ム革人王震次入部中天非天矯次天中
地居空居~次地居中帝臣潟次空居中非樟主縄主矯次後衆次第者誼法衆開塔衆経利慶大衆持法無漫衆他方
行法衆他方勧持衆初衆之中撃聞居先菩薩居後者悌地論難稗今翁四解ー形相不同撃聞出家形同諸例菩薩不
鶴二慮有近遠撃間近偽善薩遠之三戒徳有殊撃聞出家持出家戒菩薩不爾随類化生故四欲令菩薩於聾聞所捨
置盟並然華巌鰹羅摩伽経矩棲王経和休経大五濁経先列菩薩後列車草間以徳大小明先後故
(22) 前述の衆会の円満の五義のうち、最後の「注釈の意味を説いたもの（依論釈）Jとなる。
(23) 667a3-b9：五依論稼解衆成就中有四一数二行三撮功徳四威儀如法住教成就者謂大衆無数故線談無数
論各別標謂高二千人等行成就中有四一諸撃開修小乗行依乞食等自活以比丘等篤名二菩薩修大乗行求貴利
亙畳以菩提薩錘震日三菩薩以神通力随時示現能修行大乗如政陀婆羅等十六人具足菩薩不可思議事由不定
故而能示現優婆塞等四衆之形説潟菩薩四出家人威儀一定不同菩薩由此定故説翁比正撮功徳成就者十六句
歎整聞徳十三匂歎菩薩徳等是然本論中不別標牒文義額故威儀如法住成就者爾時世尊四衆園繰等是明其四
衆繰備威儀恭敬聴法而住相故雛各種例亦是威儀非悪法相故此不説十五衆中合馬三類菩薩聾聞具四成就其
有撃無撃及比丘尼具三成就不歎徳故官会天等具二無行無徳論説衆成中合有四成就不言一一皆具四種然経明
衆成中有二段初別明十五衆後明威儀初中復二初別列衆後明櫨悌各各退坐十五衆中分二初明内護衆後明外
護衆内護衆有二初明聾間後明菩薩撃聞有二初明比正後明尼衆比丘中有三初有名高徳後無名大徳初中有三
一標類奉数二歎徳三列名此初也有二成就ー数二行輿者兼井共及之義龍樹稗言ー慮一時－，心ー戒一見一道
同一解脱道是名潟共
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667b3一時大比丘智度論云三義解大諸衆中最大大障磁断大人恭敬員諦三得一勝大墜無皐人中勝二種大功
徳智慧極高唐三教大高二千人今合第六一敷大二離大大障断故三位大大阿羅漢故四徳大如経所説故五名大
名稀遠聞故六識大大人大衆所知識故発云芯努批云且且由具五義所以不翻一日怖魔初出家時魔宮動故二言
乞士既出家巳乞食目活故三名様持戒漸入僧数藤持戒故四云浄命既受得戒所起三業以無貧愛不依於貧邪活
命故五日破悪漸依聖道滅煩悩故衆者僧也理事二和得衆名也三人己上得僧名故
(24) [ 7 ] Skt. 1.6 9; Tib. 1.4-8; Chin. lc20-22. 
(25) 『法華論』（大正， No.1519, Vol. 26, p. lb27 28）に説かれる「上上起門J「総別相門J「摂取事門」の
ことである。
(26) テキストには「愛（sredpa）」とあるが、漢文に従い「有（sridpa) Jと読む。
(27) 667bl7 669al: [ 6］経皆是阿羅漢至心得自在（lc2022）賛白血監壁土星経有六句新翻及奮輪中査土
さ畳豆皆是阿羅漢諸漏己蓋無復煩悩得異自在論云心得自在心善解脱慧善解脱論云善得心慧解脱虫口調慧馬
論云心普調伏亦如大龍己作所作巳緋所塀棄諸重携逮得己利重諸有結正知解脱論云善得正智心解脱至心自
在第一究寛論有三稗ー上上起門二線別相門三掻取事門上上起門者由上句故下匂得起或由下匂上何方起起
非唯一故名上上起論以第二句稗初句云諸漏己霊故名阿羅漢即是論言謄巳永害煩悩賊故名阿羅漢漏以五門
金旦i一得線l名諸論皆云煩悩現行令心逮注流散不絶名之矯漏如漏器漏舎深可厭悪損汚慮贋致責過失立以漏
名此唯現行無復煩悩是種子故擦賓通種二列名漏有三種ー欲漏二有漏三無明漏三出憧欲界旦道四十煩悩盟
輩一一皆具十故井盤道六謂貧膜慢無明身見透見些皇監五無明告書四十一根本盟盤井念恨等二十堕蓋韮盆盆
漏色無色界以無眠故各四十一於中各除五燦合七十二根本煩悩井色界諸説及二界僑合此四小随惑十六大随
：煩悩説名有漏三界合有十五無明名無明漏四離合療立欲唯散地唯有漏地通五趣地具四生地不善有覆無記二
性惑地所以濁立矯一欲漏上界倶定通無漏地ー趣一生一性煩悩由此合立~ー有漏無明力増通相慮不共矯前
二所依以具十一殊勝事故離諸惑立五得名所従雄知三界一切煩悩嬢皆名有漏漏於三有有之漏故王星盟：監査
縁欲起従勝第名説矯欲i届上界諸惑更無別勝得其本名名翁有漏無明不以告書法鴬名彰自行相名無明i届此漏非
一故名潟諸然依議伽更有別懇繁故且止以第四句懇第二匂云得虞自在故名諸漏己童由詮異無策漏蓋自在故
名諸漏壷以第二第三句穆第四勾云以霊無煩悩故名得翼自在章者諸漏巳壷無煩悩者無復煩悩由現種惑無故
得虞自在亦有本言以無煩悩故名得異自在而無蓋字唯第三句得第四句又以第五第六句糟第四句云以善得心
解脱善得慧解脱故名得虞自在以離定障名心解脱離性障故名禁解脱又離無明食愛等健名慧解脱彼相麿心得
離縛故名心解脱由離此二讃獲無矯得異自在以第二句稗第三句云以遠離能見所見故名無復煩悩煩悩健唯取
種子遠能見者離相謄縛離所見者離所縁縛以離現行諸漏二縛故名無復煩悩或復草稗能見者執我心所見者所
執我由無能執我見心故所執我相営情不現名離二見前諸漏登是線、無煩悩此無煩悩是別無我見我見矯本諸漏
生放故不相違以第五第六匂稗第七句云以善得心慧解脱故名心善調伏故如良馬其性調順以第九第十雨句鐸
第八句云亦如大龍者行諸悪道立日平坦路無所拘磁鷹行者巳行磨到底己到故新経云己作所作巳難所癖故知大
龍由己作道諦己調停滅諦所以如龍知龍威徳難行生死険阻之慮如平坦路無所拘磁不潟生死而所留難生死因果
皆己壷故滅道涌放論車種第九句云慮作者作人中大龍巳封治降伏煩悩怨敵道諦涌故能降集諦煩悩怨敵論車
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穣第十句云所作己難者更不復生如相態事己成器産故苦諦己護i威論漏故以第九第十句緯第十一句云藍蓋重重
者己作所作己君津所塀後生重権己捨離故由滅道園使捨後身生死諸法名棄重槍以第十一句穣第十二句云逮得
己利者棄捨重櫓誼浬繋故即以浬繋潟己利故第十二句穆第十三句云意諸有結者己逮得己利断誇煩悩因故煩
悩潟生死因名篤有結三有之結也巳逮得浬繋己利故所以能童三有之結生死之因能和合苦能結故名結此有九
種謂愛結寒結慢結無明結疑結見結取結嫉結怪結由此九種数数現起損悩自他招嘗苦増偏立~結以第二句緯
第十四句云正智解脱者諸漏己蓋故以諸漏蚤正智能登無潟解脱名智解脱車緯第十五匂云至心自在者善過見
j基盤道宜藍住見修道心未自在尚有惑故由成上諸句至無撃道一切惑蚤心自在位以第十四匂懇第十六勾云重
一究寛者善得正智心解脱故善得神通無誇三味等諸功徳故成到彼岸之聾聞也准上論文唯有三句以下稗上名
上起謂以第二句務初旬以第四句穆第二句以第九第十句務第八句此以所起名起上即起名上起若能起名起上
之起名上起此類非ー名上上起准論唯有七匂以上緯下名上起謂以第二句稗第三旬以第五第六句懇第七句以
第九第十匂稗第十一句以第十一句稗第十二句以第十二句務第十三句以第三句穆第十四旬以第十四句緯第
十六句此以能起名起上即是起名上起若以所起名起起之上名上起此類非一名上上起准論唯有三句軍籍謂第
九第十第十五匂或第三句亦是草緯有二句不穆謂第五第六句有一旬以上穆下亦以下簿上謂第四句総説頒日
下簿上有三上穆下有七三豊二不穣一通於上下或上穣下有六四車二不稗今依此経文十六句中唯総有六句以
下簿上有一句謂以諸漏己蓋簿初皆是阿羅漢故以上稗下有二句謂以諸漏己蓋務無復煩悩又以逮得己利稗霊
諸有結自吉宗関故蛍句白緯漏如前務唯取現行一切煩悩此諸漏己室名阿羅漢者即是懸己永害煩悩賊義解阿羅
漢故入十地得阿羅漢名無復煩悩者論云遠離能見所見故名無復煩悩煩悩種子得煩悩名此可由彼婆離所縁相
磨現行二縛諸漏皆蓋復更有煩悩種子能重断故名矯遠離能見所見或線漏蓋別執亦亡故遠二見名無復煩悩復
者重也種子断故無復重生白断生死流車事j法故名棄重権故能逮讃浬繋己利違音徒載反如音訓緯至也及也即由
逮得有絵依i呈繋己利故能永墨三有之因九結煩悩由上漏意以下四句彼阿羅漢善過見道修道智故得心自在離
性事障八解脱i繭亦得名魚心得自在文既閥小不可次第依論解緯但可線l取論之大義以稗経文諸有智者賞自詳
失
(28) 669al b3：第二総別相門者謂皆是阿羅漢者是線相門官会十五句是別相門阿羅漢者総名磨義麿有十五義
諸漏己霊下是ー懸受飲食等供養恭敬等者即諸漏巳蚤堪潟福田三鷹将大衆教化一切無復煩悩離名利等放三
麿入緊落城巴等故得虞自在非~欲境所牽惑故四懸降伏外道等心善解脱具智排故五麿以智慧速観察法慧善
解脱了諸法故六麿不遅速説法如法相慮不生疲倦如調慧馬善稽，心故七底静坐空閑慮飲食衣服等一切資生不
積不衆小欲知足猶如大龍離関閥故八磨一向行善行不著諸鵡巳作所作常進修故九目撃行空聖行巳塀所型車我我
所非有故十麿行無相聖行棄諸重捨観滅理故十一麿行無願聖行逮得己利不願生死故十二日空降伏世間鵡定浮
心不生味著二有界定室諸有結乃至於二界鵡不生愛味故十三鷹起諸通殊勝功徳正智解脱解脱謂神通故十四
廃到第一義功徳、至心自在詮無矯故十五磨如賓知同生衆得諸功徳第利益一切衆生第一究寛故波羅蜜多聾開
康度衆生令向己利得功徳故第ノ＼.fl多行不息十二於調不著是二別意恐厭文繁略相配嘱其問義意随解可知懸説
領日受持入降以中静行善行空無相無願伏起到賓知経中六句唯有十五句中第一麿受妙供第二磨終大衆教化
第十一履行無願聖行第十二麿降伏世間輝j手心第十四麿到第一義次第配下五句初阿羅漢是線句故
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(29) 669随一c2丘第三掻取事門者以十五句掻取十種功徳事鴛示現可説果不可説呆故此中意説十五句中量土
彊塾箆重篤穎阿羅漢所得有潟可説果無矯不可説果有相無相危細異放下随感配一掃取得功徳有二句置蓋量
巳霊無復煩悩纏及随眠二惑若在不能撮取功徳白二惑亡故能掻取功徳二掻取諸功徳有三勾謂得覧自在心善
解脱慧善解脱此三句中得虞自在ー句降伏世間功徳世間之心不得自在種種惑焼由得虞自在故永離惑嬢心善
解脱慧善解脱二句降伏出世間撃人功徳事人未得離二縛故三掻取不違功徳有一句謂心普調伏随順如来教行
故猶如良馬善随人心四掻取勝功徳有一勾亦知大龍有大威霊神力園浦故如龍也五掻取所慮作勝功徳有一句
謂感作所作所麿作者依法供養恭敬尊重如来故非財供養名所感作正行法供養者是所感作彼己皆作此道諦法
行供養傍故六掻取満足功徳有一句謂己鱗所燐満足整地故所皐之地皆満足故得滅諦満七掻取過功徳有三勾
語棄諸重婚逮得己利童諸有結初句過愛故生死重播莫過食愛今日過故次句過求命供養恭敬等故諸求供養恭
敬皆矯資命今得己利巳誼浬繋過於邪命求利養等後句過上下界早過豊並並有結者謂九結今日過有事之地過
上下界故蓋諸有結八掻取上上功徳有一句謂正智解脱解脱者無籍果諸徳之中最上上故九掻取臆作利益衆生
功徳有一句謂至心自在由得神通得心自在及自内心離繋縛故掻取利益之行十掻取上首功徳有一句謂第一究
寛謂波羅蜜多聾聞堪到彼岸勝徐鈍類故懸説頒日初二名掻取次三掻諸徳順勝作満足知次配四句三匂名掻
過過愛命二界上上利上首各一名掻徳此経六句揚取十徳中唯掻三徳一掻取功徳有二句謂諸漏己壷無復；煩悩
二掻取過功徳有二句謂逮得己利憲諸有結過求邪命及過邪二界三撮取謄作利益衆生功徳有一勾謂至心自在
阿羅漢是線所以不取唯下十五匂撮功徳故成唯識中阿羅漢有三麿己永害煩悩賊故鷹受世間妙供養故慮不復
受分段生故上上起門掻懸永害賊無分段生線別相門掻慮受妙供養揚取事門非彼三撮彼三但約決定義説一切
阿羅漢不過三種故掻取事門唯倶解脱到彼岸者之所成故又上上起門永害煩悩穂別相門堪受妙供掻取事門無
分段生死宗義配之非理定爾新翻経云除阿難陀濁居拳地此中略文
(30) [ 8] Skt. 1.9-2.2; Tib. 1.8-2.2; Chin. lc22-23. 
(31) 669c26-670bll: [ 7 ］経其名目至那提迦葉（lc22-23）賛日此下第三列名有二初別列名後結名高此二
十一人中或有以出家前後矯次第報恩経説初度五人次度耶舎門徒五十次度優棲頻螺門徒五百次度伽耶門徒
三百次度那提門人二百次度驚子門徒一百次度目連門人一百合奉大教成一千二百五十人或有行徳大小篇次
第知迦葉在第二列驚子在迦旅延上列等随慮不定無垢稽鰹弟子品以徳排矯次第以命問疾要俵智緋方堪封揚
故十二由経初成道二年度五比丘三年化迦葉兄弟三人五年度目連機宜不同諸部結集諦経異故無量霧経云了
本際者即阿若僑陳如党云阿若多僑陳那僑陳是婆羅門姓那是男撃阿若多是解義初悟解放因果鍾中具説度僑
陳那優棲頻蝶伽耶那提四入所以初太子除城之後父王乃命内外親族合有五入管衛太子五人交誇修苦楽行以
篤道虞太子誠検依諸外道修苦築行以過彼行皆非正術捨食乳廃受吉祥草貴樹成道後趣鹿園度此五人初輔法
輪併問解未五人之中陳那先報我今己解浄居等天亦言己解因以矯名名之潟解僑陳之姓乃衆多以解標名那是
男聾以男簡女故復云那大般若云解僑陳那党云摩詞迦葉波摩詞大也迦葉波者姓也此云飲光婆羅門姓よ直査
仙身有光明飲蔽日月之光迦葉是彼之種迦葉身亦有光能飲日月以姓矯名故名飲光大富長者之子捨大財姓出
家能篤大行少欲知足行杜多行大人所識放標大名簡吉宗迦葉如因果経第三巻井蒲勤疏具陳上二姓之所因次三
迦葉皆飲光種兄弟三人党云郎慮頻螺言優棲批也此云木瓜嘗其胸前有一癒起猶知木瓜又池中龍亦名木瓜従
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彼篤稀故以~名伽耶血皇即象頭山亦云城城近此山故名伽耶城党云捺地迦言那提枕也此是i可名正法華云上
時象江三迦葉也然因果経説此三人皆近j可漫修道｛弗作神通化之入法以大者胸上有木瓜癌或従池龍第二従山
第三従i可以篤名也
(32) [ 9 J Skt. 2.2 8ヒTib.2.2-7; Chin. lc23 2fi. 
漢文はこのセクションを4つに分けて (lc25,25-26, 26-27, 27-28）注釈を行っているが、チベット語訳
は引用文も lつにまとめている（［9] = [8・9・10・1］）。
(33) 670bl2一ell:[8］経舎利弗至劫賓那（lc23-25）賛日党云者利弗図羅言合利弗者計七也舎利云驚即百
舌鳥亦日春鶏弗Dfl.羅言子以母才排日食如驚鳥此是彼子以母額之故云鷲子又云過去身魚瓦師値緯迦備後願願
作穆迦弟子不但今者亦符往願復名優波提舎以能論議故兼得彼名党云摩詞i交特伽羅言大目乾連者説也此云
大採寂氏上古有仙居山寂庭常採菜豆而食因以震姓尊者之母是彼之族取母氏姓而矯其名得大神通簡官会此姓
故云大採萩氏従父本名倶利迦亦云拘多先云倶律陀誰也大般若云舎利子大採寂氏此二因縁如禰勅疏党云摩
詞迦多桁那云迦施延亦説也大般若云主迎杢宜主E此云大勢剃稜男勢剃種者是婆羅門姓上古多仙山中静慮年
歳既久要旨髪精長無人矯剃婆羅門法汚剃髪故一仙有子兄弟二人倶来親父小者乃震諸仙剃之諸仙願護後成仙
貴爾来此種皆稽勢弟l尊者身是男子威徳特尊簡絵姓故云大勢別種男又西方亦有取母姓者今慰是父姓故置男
名古云縄扇母慾此子不肯改嫁如縄繋扇故名縄扇長諦云思勝皆非也党云阿泥律陀此云無i威悌之黛弟云阿棲
駄許t也嬢作字不知字所出劫賓那者此云房宿傍輿同房宿化作老比丘篤之説法因而得道故云房宿或云房星房
星現時生故云房星
670cl2-67la6: [ 9 ］経僑究波提至摩詞倶稀羅（lc2526）賛日発云笈房鉢底此云牛相僑党波提批也過去
因摘一室禾数頼堕地五百生中作牛償他今難人身尚作午蹄牛齢之相因競篤牛相比丘党云額麗伐多此云室星
主主呈j1)jJE'.之得子因以潟名離波多説也有云仮和合即智度論説二鬼食人事也党云畢蘭陀筏嵯此云飴習言畢
陵伽婆嵯詑也五百生中潟婆羅門悪性急言今量生得呆鈴習尚在如罵恒i可神故名絵習党云薄矩羅此云善容言薄
倶羅言it也見婆戸例入浬繋後有一比丘甚患頭痛善容時作貧人持一日可梨勤施病比丘比丘服~l:病即除愈由施薬
故九十一劫天上人中受福快薬今生婆羅門家其母早亡遂遇後母方便殺之経五不死後求出家得阿羅漢出家八
十曾不患頭痛日不視女人面亦不入尼寺不潟女人説ー句法後無憂王巡塔布施知其少欲但施一銭塔跨置地猶
尚不受方知少欲如付法裁侍説此因縁先云摩詞倶彦恥羅此云大膝膝蓋故倶締羅説也此舎利弗男氏因共働論
悟解得果如律中説
67la7 27: [10］経難陀至羅骸羅（lc26-27）賛日党云難陀此翻震喜根本乃是牧午之人困問例牧牛十一事
知偽具一切智獲阿羅漢甚極聴明音聾絶妙党云孫達羅難陀此云艶喜孫陀羅批也艶是妻競色美端厳無比名艶
蔓是宣車筒前牧牛難陀故言艶喜艶之喜故是悌親弟身長一丈五尺二寸悌到本城二日度之大勝生主之所生也
党云補刺挙梅哩利曳尼弗og羅此云i繭慈子云富棲那嫡多羅尼子詑也i蔚是其名慈是母姓母性其慈今取母姓此
i繭尊者是慈女之子或i雨及慈倶是母披名i荷慈子党云蘇補底此云善現奮云須菩提翻翁善吉非也党云阿難陀此
云慶喜但言阿難翻矯歓喜亦説也世尊成道内外成慶嘗喜時生故名慶喜党云羅恰羅此云執日奮言羅喉羅翻矯
障蔽非也此中九人摩詞迦葉舎利弗大日乾連摩詞迦施延阿棲駄富棲那粥多羅尼子須菩提阿難羅喉羅如説
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無垢稿短聾聞品疏第三四巻慶説所由恐繁不述
67la28 b7：・［1］経如是至大阿羅漢等（lc28）賛日結名高也論云諸王王子大臣人民帝穣党天王等皆識知故
又復撃開菩薩悌等是勝智者皆善知故名衆所知識初解貴賎大衆所知後解大小聖衆所識無垢稿云皆篤一切衆
望所識含此雨義奉二十一例取自主人故名潟等皆名大者論白解云心得自在到彼岸故所言等者以阿羅漢等非阿
羅漢由阿難陀是初果故
(34) [10] Skt. 2.8-10; Tib. 2.7-8; Chin. lc28 29. 
漢文はこのセクションを3つに分けて（lc2829, 29 2al. 1-2）注釈を行っているが、チベット語訳は引
用文も lつにまとめている（[10] = [12・13・14］）。
(35) 67lb8 1: [12］経復有撃無撃二千人（lc2829）賛日二無名大徳衆也戒定慧三正篇墜鐙進趣修習名
矯有撃進趣園満止息修習名矯無撃唯無漏法潟龍
67lbl2 21: [13］綬摩詞波閤波提至六千人倶（lc292al）賛日三尊重諸尼衆也党云摩詞鉢刺闇伏底此云
大勝生主偽母有三此鴛小母大術生悌七日命終此尼養偽大術姉妹之類故競矯嬢母大勝生主本党玉名一切衆
生皆彼子故従彼乞得因以矯名又一切悌弟子名篤大生三乗聖衆名矯勝生由養悌故潟大勝生大勝生之主名大
勝生主難従彼乞得亦以義篤名奮云波閣波提名大愛道管計t略也度此因縁如律中説
67lb22-c6: [14］経羅喉羅母至亦輿春属倶（2al2）賛臼四内春諸尼衆也党云耶戊達羅此云持春耶輸陀羅
批也形容美麗近遠関知生育羅喉天人讃詠故名持春春美稀也相傷程云是乾闇婆女彼生児篤祭神生女翁玉女
也若稿玉女何得有子又備出家後持春父母欲得持還明非玉女未曾有経須達筆経瑞藤経皆云羅喉是塵嬢之子
偽有三夫人一程娘二耶輸三鹿野各有二高採女雇嬢無子是王女彼経従長母矯名亦無過失又経云併有三子一
善星二優婆摩耶三羅椴故浬繋云善星比丘菩薩在家之子上二尼衆各得出家道行久成希聞妙法有縁皆至毛華麗
倶来
(36) [11] Skt. 2.10 1; Tib. 2.9; Chin. 2a2. 
(37) 67lc20-672a8: [15］経菩薩摩詞薩八高人（2a2）賛日第五聖徳難恩衆文有三一標類是正教三歎徳三列
主主此初也党云菩提薩唾摩詞薩雄略云菩薩摩詞薩菩薩修行略有二門一自利大智震首二利他大悲翁先菩提貴
義智所求果薩唾有情義悲所度生依弘誓語放名菩薩以二篤境名矯菩薩有財緯也又覚是所求果有情是自身玄
三菩提之有情者故名菩薩或菩提是所求果薩経者勇猛義不偉慮時求大菩提有志有能故名菩薩三皆依主孟萱
提即般若薩埠謂方便如是二法能利能楽一切有情故名菩薩亦菩提亦薩渥或及初解皆持業種摩誼主皇薩雄知
前今此菩薩位居人地己上策簡前小及二乗位故言摩詞薩無著般若論云諸菩薩有七種大故此大衆生名摩詞薩
埠如菩薩地説下大乗章中別賞具列
(38) [12] Skt. 2.1; Tib. 2念Chin.2a2 3. 
(39) 672a9-bl9: [16］経皆於阿蒋多羅三貌三菩提不退縛（2a23）賛目白下第二歎徳有十三句論以二門穆
ー上支下支門二撮取事門支者分義上支分謂線相下支分謂別相故論云態知阿霧多羅三貌三菩提不退轄者是
線相官主是別相此線中目也無上正質量豊即偽果所有五法謂j手法界及四智心品無著金剛般若論説阿事喜多羅三貌三
菩提顕示菩提及菩提道阿蒋多羅此額菩提自相解脱相故三貌三菩提顕示菩提者人平等相以菩提法故得知是
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例大智度論説智及智慮倶説名般若菩薩地説菩提菩提断皆名菩提故阿云無事事多羅云上三云正貌云等又三云
正菩提云覚即是無上正等正覚此有四畳一無上質是綿l也即額菩提清浄法界二正覚簡外道邪資故三等覚筒二
乗但了生空偏覚故四又正覚簡菩薩菩薩因費未満果位非正覚故此額菩提道即四智品下一覧字貫通上四由具
下三一切莫過超遍等職員理所覚名無上覧然諸経論多説真理名無上菩提値以根本故今此隻取偽果理智倶名
無上菩提於此二果倶不退縛云何不退縛由具下十因不退車事故於偽果能不退蒋決定首詮念念進修名不退樽退
者失也車事者動也八地以上任運進修於大菩提修習不退無：煩悩故亦復不第一切有相功用所動名不退縛由此八
地名不動地相用煩悩不能動故不退有四一信不退十信第六名不退心白後不退生邪見故三主主退十住第七名
不退位白後不退入二乗故二重亙退初地以上即名不退所誼得法不退失故盟宜主退八地巳上名不退地震無篤
法皆能修故今此菩薩皆八地己上故言於無上正等質不退特定首誼故故不退者非即不縛又不退有二一巳得不
退初地即得二未得不退八地方得無上正覚是未得法故人地以上能不退車事情祈正覚心進不動法駿流中任運車事
故名不退縛此不退者即是不縛
(40) [13] Skt. 2.11-12; Tib. 2.9-10; Chin. 2a3-4. 
(41) 672b20 673al8: [17］経皆得陀羅尼至縛不退縛法輪（2a34）賛日下別支分有十二匂以十種示現分二
初九自利後一利他初九又二初八有矯徳後一無籍徳初中又二初五福慧後三悲智初五又二初三内行後二善縁
初中有三初一葉修自利次一利他後一利法善縁二中初ー遇縁修行後一讃美除疑三悲智中初ー慈悲後二智慧
此中有三一住開法不退陣謂皆得陀羅尼陀羅尼者此云線持組持有二一揖二散撮者持也此即聞持聞於文義任
持不忘即所聞之能持名之震掻間即線、持健念慧也十地経云八地以上菩薩於一切法能堪能思能持彼論解云韮
謂聞慧恩謂思慧持謂修慧於一修慧分三用故散者施也此有四種一法二義三能得菩薩忍四明呪施奥衆生故此
中二種初是能持即聞持是後是所持絵四種是復分第二一自利聞持等也三他利法義等四因果別故二奨説不退
轄語集説排才排才即是四排七排而事選説故四排者即四無磁解ー法無擬解二義無磁解此二如次即是解教理無
滞智三詞無擬解即解諸方言音無滞智四耕説無擬解即説法等七緋無滞智七排者ー捷排須言即言無春吃故二
迅緋懸河図沿不還前故三鷹排感時磨機不増減故四無疎謬排凡説契経不邪錯故五無断霊排相績連環終無掲
故六凡所演説豊義味排一一句言多事理故七一切世間最上妙緋具甚深如雷清徹遠聞等五種聾故四無擬解至
方便品稗多以後得智及正健智篤慢外縁起故三説不退聴謂縛不退車事法輪法輪是所説常説此不退車事法故調車事
如前四位孟重歪退聾法名車事不退縛法輪又覇軌所閉経云説自分功徳名車事不退法輪説外分功徳名車事不車事法輪
又説智名不退説福名不特又説般若名不退説方便名不車専又説有Z毒事名不退説無矯理名不特此法如輪故名法
輪輪有三義一国i繭義人正道等毅朝轄等皆園i繭故二不定義傍従見道車事生修道従修道後生無筆道自得此己復
矯他説安置聖道於他身中如是展車事他得聖巳復矯他説日食輪不宏故名矯輪三擢壊義蛤娘拒轍輪能擢之聖道在
牛藍盤盟：監能擢未伏能銀己伏如王輪賓故聡如輪法輪有五一輪自性捧法畳支正見等是三法輪因能生聖道教
聞思等三輸審属聖道助伴五葱諸法四法輪境聖道所縁四諦等理五法輪果因道所設菩提浬繋車事者説也法既名
輪説亦稀縛今随所~説八地後行不退位此五法輪故名矯車事又此五種即是四法教理行果皆名法輪車事者動也額
也運也起也動宣言教顛揚妙理運聖道於整前起虞智於言後園推障悩名穂法輪下方便品賞具額示
(42) [14] Skt. 2.12 3.1; Tib. 2.10 3.1; Chin. 2a4-6. 
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(43) 673al9-b29：・ [18）経供養無量至之所稀歎（2a46）賛日此有三句初之二句合第第四依止善知識不退
轄供養無量日千諸悌於諸悌所殖衆徳本論名堕塞蓋盤以己身心業依色身掻取故菩薩修行莫過身心今奉殊勝
色身之業供養諸備深植徳、本掻取己之身d心一切所有善業供養有十菩薩地説一現前供養於封現前併設利羅及
制多等一切三賓親面供養二不現前供養於絵例制多等作備等想修不現前供養三現前不現前供養現封前時復
作是念一例制多等法性即三世十方諸悌制多等法性故我今者現前供養一悌制多等即是供養三世十方備制多
笠修現前不現前供養四於加是所唯自供養五若起悲心以随力物施貧苦等願彼安築令他供養六倶供養自既作
時復勘教他作此供養七財敬供養以華香等敬問種奔乃至以珍貨等修財敬供養八慶大供養即以財敬長時多妙
乃至重金i旦血韮量自力集財従他求得発願想化第百千身恭敬雄奔一一化身出百千手持散華香出百千聾歌讃
功徳復出百千妙荘厳具而鑓供養於謄部洲乃至十方所有供養普生随喜雄少用功而興無漫贋大供養主盤基盤
養不以軽慢矯詐放逸不浄等物修無染供養十正行供養若有須奥修四無量乃至少時信忍離言虞如法性起無分
別住無相，心即篤守護菩薩浮戒乃至修行四掻事等修正行供養懸念此篤最上最妙過前供養百千高倍不可比喰
修供養時臆念如来是大福田具大J恩徳有情中尊難週濁出衆義依止如備既爾於法僧亦然如幽賛上巻説殖種也
積也立也衆通平去二音五断一切疑不退轄常矯諸傍之所稽歎矯者使也被也由諸菩護人地巳上位至断於理事
疑霊煩悩所知二疑倶謹故第八地名決定地乃被諸傍常所稀歎或由悌歎能断衆疑衆疑菩薩住於何位及所得讃
今額上位及所得誼故除衆疑
(44) [15] Skt 3.1-2; Tib. 3.1-3; Chin. 2a6-7. 
(45) テキストには「滅する（＇jigpa）」とあるが、漢文の「与Jから「入れる（’］Ugpa)Jと読む。
(46) 673cl-13: [19）経以慈修身至到於彼岸（2a67）賛日此中四匂六矯何等事説彼彼法入彼彼事不退縛
謂以慈修身論云以大慈悲而修身心此穆所由諸菩薩矯何等事外鴛他説法内入謹諸法以大慈悲薫修身，心抜苦
奥築故額行二利但矯懇悲不由絵事慈悲各有三如下嘗説七入一切智如賓境界不退縛謂善入悌慧此言顛倒懸
云入如賓境界之一切智不退轄即入観照智奥下第九別若依論文便無異也八依我空法空不退縛通達大智達二
韮盤宣車九入如賓境界不退穂到於彼岸窮賓性故
(47) [16] Skt. 3.2-3; Tib. 3.3 4; Chin. 2a7-8. 
(48) 673c14 674c14：【20）経名稀普周至百千衆生（2a78）賛日此有二勾合第一句十感作所作住持不退轄
名稽普聞無量世界故能住持備法令法不滅衆生聞名信向修皐能度無数百千衆生故名感作所作菩薩所謄作謂
利衆生故上来上支下支門下明掻取事門論有二稗論掻取事門者掻取諸功徳事初番線云示現諸菩薩住何等清
浄地中因何等方便何等境界中作所感作故此筋線標論下牒蒋十三勾中腰分篤三於無上正等正覚不退縛ー句
是住何等清j争地中次有十匂是因何等方便後之二句是何等境界中所作感作故論牒穆中唯解初二句標不得第
三句何等境界中作所謄作地清長持者人地以上三地無相行寂静清穆故此中以無相理名無上正等正貴故後三地
皆於無相行任運寂静離障1青海名不退車事非諸垢染有相等之所退車事故第二句因何等方使者有四種ー掻取妙法
方便任持妙法以築説力篤人説故此掻三句任持妙法者皆得陀羅尼由得聞持任持妙法令不捨離住在自心持之
不忘故名任持以築説力者築説排才故篤人説者縛不退轄法輪篤人説此不退輪故二撮取善知識方便以依善知
識作所感作故此掻三句以依善知識者供養無量百千諸偽作所麿作者於諸悌所植衆徳本徳本即善根是所感作
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故由此常潟諸悌之所稽歎三掻取衆生方便以不捨衆生故此掻一旬以慈修身由以大慈悲葉習身心故能不捨一
切衆生常能救度四撮取智方便以教化衆生令入彼智故此撮三句善入備慧通達大智到於彼岸由自有三智能令
衆生揚取三智故自成三智者是諸衆生掻取三智之因初智知如賓智白利智也次智是知事智利他智也後智是員
理智智賓性也論中唯解此初標二句不得何等境界中作所磨作此婦三句名稽普聞無量世界是何等境界能度無
数百千衆生是所鷹作由菩薩具三智等故名間遠振十方世界能於此無量世界境界中度百千衆生作所麿作度衆
生者是諸菩薩之所感作故此初番詑第二復次云復有掻取事門示現諸地撮取勝功徳不同二乗功徳故此二句潟
線標下白別程二句者一示現諸地二掻取勝功徳不同二乗功徳故十三句中初四句是示現諸地後九句是掻取勝
功徳初回句示現諸地者皆於無上菩提不退縛一句是第八地故次二句是第九地次一句是第十地故論下稽示現
諸地云八地無功用智不同下上故不同下者下功用行不能動故不同上者上無相行不能動故自然而行故上者勝
行無相行也下者劣行功用行也唯識務不動地云相用煩悩不能動故此論解不退縛謂功用不動無相行不動任運
進修空有隻讃不篤二動名不退縛於九地中得勝進陀羅尼門具足四無擬解自在故九地得間持等i荷名篤勝進具
足七緋等潟他説法前第三地蜂得聞持猶未園i繭今説i蔚位於第十地縛不退縛法輪得受悌位如車車輪王子以八九
十地同示現諸地故論白結云下之九句名掻取功徳上之三地皆同得之務第二掻取勝功徳者示現依何慮依何心
依何智依何等境界行依何等能排故此有五句論潟初標下白別簿依何庭撮三句供養無量百千諸偽於諸悌所植
衆徳本常篤諸f弗之所稀歎論云依善知識慮所故依何，心者撮一句以慈修身論云我依度衆生，心教化畢寛利益一
切衆生故諸菩薩所作皆云我以度衆生魚心放言我依衆生心由畢寛能利益一切諸衆生故依何智者掻三句善入
偽慧通達大智到於彼岸論云依三種智一授記密智矯衆生説深密義智記者記別解緯之義即備慧也二諸通智以
大神通利益衆生智即通達大智三員賓智詮員如智即到於彼岸彼岸即異理放能到者智詮之義依何等境界行者
名稽普間無量世界一句也諸世界有二一器二有情皆是菩薩修行所行之境界依何等能難者能度無数百千衆生
菩薩以三智於彼界中能塀何等事謂能度衆生随合別配後之二句論乃解云依何等境界行依何等能器産者即三種
智掻態知者文意謂以三智於世界境中能緋利益衆生事用故言三種智掻此翻意略不能具額其意必爾
(49) [17] Skt. 3.3 4; Tib. 3.4 6; Chin. 2a8-9. 
(50) 674cl5-28: [21］経其名目至得大勢菩薩（2a8-9）賛日下列名第二初列後結合有十八菩薩萱且盟主重
名分矯七針此中初三抜苦輿築針長殊室利云妙吉祥輿衆生築是主五常喜世界歓喜裁摩尼賓積悌間名能滅四
重笠墨又云過去矯龍種上智尊王傍嘗来亦言成悌華巌経説在此清涼五事山奥ー寓菩薩倶阿縛慮根帝浪伐遜
耶云観自在観三業蹄依而抜衆生苦略云観音観音授記経云阿禰陀悌滅度後次嘗作例名普光功徳山王悌此備
滅己大勢至菩薩次賞作偽名善住功徳賓主悌得大勢者所~之慮世界振動有大威勢衆生遇者自然苦息獲大勝
梁有前二能
(51) [18] Skt. 3.4 4.2; Tib. 3.6 4.2: Chin. 2a9. 
漢文はこのセクションを7つに分けて（2a9,10, 10 1, 11-12, 12, 13, 13-14）注釈を行っているが、チベ
ット語訳は引用文も 1つにまとめている（[18] = [22・23・24・25・26・27・28］）。
(52) 67 4c29 675al: [22］経常精進至菩薩（2a9）賛日此二自利他封白行常勤他利不倦
(53) 675a2 5：・［23］経賓掌至菩薩（2a10）賛日此三済貧救釘賓掌済貧苦衆生手中出賓薬王震大薬樹救治
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(54) 675a6 8: [24］経賓月至菩薩（2al0-l）賛日此三導明破闇釘賓月能導智明如月可重月光破諸療情猶
如月光満月能震二事
(55) 675a9 12：・［25］経大力至菩薩（2all-12）賛日此二神通小大針由作神通警策有縁皆令官主意能動百千
世界名大力能動無数世界名無量力
(56) 675al3 15：・［26］経越三界至菩薩（2al2）賛日此二離染進善封越三二界離染也越者離度義成陀婆羅
云賢護護守善法令不失故
(57) 675al6 20: [27］経嫡勅至菩薩（2al3）賛日此三世間出世間封禰勅姓慈抜離生死世間賓積導師引至
i庄屋血主賓積引至菩提菩提法賓積而輿之導師篤大導師引主皇霊園星放此三別合成七釣
(58) 675a21 24：・［28］経如是等至八高人倶（2al314）賛白血量豊肇公云此皆菩薩無生身無生身者無慮不
生故言無生無生故塞三界門無慮不生放垂形六道
(59) [19] Skt. 4.2 3; Tib. 4.2 3; Chin. 2al5. 
(60) 675a25-bl3: [29］経爾時蒋提桓因至二高天子倶（2al5）賛日上明内護五衆下明外護十衆於中人非人
矯二非人中天非天篤二天中欲色界翁二欲界有三一帝緯二四王三自在此初也或地居空居篤二地居中帝緯四
王畳二此初也党云稗迦提婆因達羅緯迦姓也此翻矯能提婆天也因達羅帝也正云能天帝稽提桓因云天帝稗倶
批倒也此在妙高山頂而住三十三天之帝主過去字情戸迦此云繭克名阿摩掲陀此云無毒害即摩掲陀園過去帝
穣修因之庭用潟園名彼園古名致甘露慮即劫初帝穆輿阿修羅戦以山第乳j毎得甘露致於此地図以篤名罵帝務
往昔有三十二人以潟同伴有善法夫人園生夫人歓喜夫人設支夫人同修勝業故生天中有善法堂園生樹歓喜園
阿修羅女設支夫人此等因縁如宗輪疏
(61) 原文は“zlaba lha'i sras po”であるが、『法華経』のチベット訳は、＂ Iha’ibu zla ba”とある。
（臼） [20] Skt. 4.3 5: Tib. 4.3-4; Chin. 2al5 17. 
(63) 675bl4 25: [30］経復有名月天子至高天子倶（2al517）賛日此四王衆三光乃是四王天掻吏無別天有
経観音名賓意作日天子即此賓光大勢至名賓吉祥作月天子即此名月虚空裁名賓光作星天子此名普香且宣火
精作径五十一捻繕那月宮水精作径五十捻繕那屋亦水精作極大者十八乃至小者四倶慮舎一倶慮合三里鈴且
並空中旋続四洲四大天王東方持園南方増長西方醜目北方多聞居妙高之半腹第四層級亦住七金山之頂三光
四天高下去地四蔦捻繕那書量形相如意主慮説
(64) [21] Skt. 4.5一8:Tib. 4.4-7: Chin. 2al7 18. 
(65) 675b26-c5: [31］経自在天子至三高天子倶（2al7-18）賛日下空居天夜摩天観史多天名自在天子得異
熟呆随意所念勝下二天下二天果依樹而得今随欲得名矯自在祭愛化天他化自在天名天自在天子主塁塁塾塁
築自築他愛震祭具而受用之名大自在又解他化天主名自在天第四樟主名大自在天又自在天是帝穆巨大自在
天是帝種之師若後二解無四空居欲界天也
(66) [22] Skt. 4.8 10; Tib. 4.7 9; Chin. 2al8 20. 
(67) 675c6 21: [32］経裟婆世界主至二高天子倶（2al820）賛臼些主星主党云索詞此云堪忍草萱藍笠笠
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利築時多諸怨嫉衆普遍悩堪耐害事倦而忍受故因以震名裟婆者言ft也初穂大小等於欲界一四天下一千初穂始等
二輝二藤篤火災頂一千二稀始等三輝三輝鑓水災頂一千三線始等四鵡四栂矯風災頂乃是三千大千世界披篤
裟婆世界也故婆婆界主大焚王即第四電車主党摩云寂静清浄浮潔皆得亦云党潔也今唯言発但略云爾戸棄者火
災頂即初穂主火災尖頂故光明者二樟主小光無量光極光浄天主故等表三樟主也然大般若五百七十云堪忍界
主持者党王故戸棄者頂警也即持筈党王是堪忍界主党王之別名光明是徐輝主
(68) [23] Skt 4.10-13; Tib. 4.9 1; Chin. 2a20 24. 
(6θ） 675c22-676a9: [33］経有八龍王至巻属倶（2a20-24）賛日下明非天衆有五初龍衆也第一名喜次名賢
喜此二兄弟善願人心風不鳴燦雨不破塊初能令人喜後性賢令喜故以矯名裟伽羅者即械海之龍和修吉者此云
九頭続妙高食細龍之類也徳叉迦者此云多舌舌有多故或由晴語放名多舌阿那婆達多者此云無熱悩無熱悩池
之龍離三熱悩故一非火沙所燦二無風吹衣露形三無妙麹烏所食無此三種所生火悩名無熱悩華厳鰹云大地菩
薩潟此池龍興大悲雲蔭覆一切衆生離苦法門而得自在於鱗甲中流出諸水日夜無掲済臓部洲諸有情類摩那
斯者此云慈心華巌経云持降雨時先雲七日待衆事了然後始雨故名慈心優鉢羅者此云紅蓮華居池篤名
（干ひ） [24] Skt. 4.13-15: Tib. 4.11-13; Chin. 2a24 26. 
(71) 676al0-16: [34］経有四緊那緩至春属倶（2a24-26）賛日焚云緊捺洛此云歌神緊那羅批也初歌四諦次
歌縁起次歌六度後歌一乗或初三種歌三乗之教行後一歌一乗之理果故名持法或歌一乗教理行果如次配之随
悌所説ー曾之法所宜歌故如世奨音歌君徳故
(72) [25] Skt. 4.15-5.2; Tib. 4.13-5.2; Chin. 2a26-28. 
(73) 676al7-26: [35］経有四乾閣婆王至春属倶（2a2628）賛日祭音五孝反党云末奴是若楓縛羅此云可意
音亦名如意音楽者令人愛築也正法華云一名柔軟天子二名和音天子也党云健閣縛此云尋香行即作祭神乾闇
婆批也西域由此呼散柴~健闘縛事尋香気作集乞求故築中有二類ー非紙竹也鼓磐之類二是線竹篇筆之輩非
線竹之下者名集上者名楽音紙竹之下者名美上者名美音或此同前歌神音曲如次同彼
(74) [26] Skt. 5.2-3; Tib. 5.2-4; Chin. 2a28-b2. 
(75) 676a27 b部：［36］経有四阿修羅王至巻属倶（2a28-b2）賛日発云阿素洛些孟圭亙索洛者天之異名阿
之言非以多誼詐無天行故名目非天如人不仁亦名非人議伽僻地論説重亙豊量雑心名鬼趣正法念経是皐宣車
伽陀鰹説鬼畜天三有云羅喉阿修羅是師子児畜生所掻今依大乗論伽矯正此有五類一極弱者在人間山地中住
民日今西方山中有大深窟多是非天之宮以下四類十地鰹説二妙高山北大海之下二高一千由旬有羅骸宮三次下
二高一千由旬有勇健宮四次下二蔦一千由旬有華霊宮五次下二高一千由旬有毘摩質多羅宮准此己下人高四
千深於須嫡尖奥起世経相違彼説須粥東西去山一千由旬外有毘摩質多宮縦庚人高由旬七重城等是別衆落亦
復無失羅喉此云執日非天輿天闘時特四天王天先奥其戟日月天子放盛光明射非天之眼此矯非天箭鋒以手執
日障蔽其光故云執日今篤第四慮知初列婆稚者嘗云被縛非天前軍~天所縛正云駿稚迦此云圏園正法華中最
勝是即嘗勇健次執日後奥天闘時有勇健力駿陀縛義此非被縛怯羅審駄者怯審皆去聾駄平聾呼古云庚肩陣形
貌更大次勇健後営華髪是党云吠摩質昭和j此云締董明文其身或云賓錦用冠其服云昆摩質多羅批也此篤最大
天帝穆之婦公舎支之父説此因縁如宗輪疏
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(76) [27] Skt. 5.4 5; Tib. 5.4-6; Chin. 2b2-5. 
(77) 676b27 cl6: [37］経有四迦棲羅玉至春属倶（2b2-5）賛目先云掲路茶此云妙麹鳥羽色妙不唯全金故
奮云迦棲羅翻篤金麹鳥皆詑謬也増ー阿含説i弗告諸比丘有四生妙麹鳥謂卵胎濃化査旦生童亙卵胎液化比丘
首知若卵生烏欲食龍時上銭叉樹白投於i毎是時此鳥以麹闘水令雨向分而取卵生龍出而食之設欲取胎生寵等
烏即喪亡如是胎生烏唯食胎卵二生龍源生鳥食前三生龍於化生龍設欲食者烏即喪亡化生鳥能食四生龍設使
龍身而事例者是妙麹鳥不能食噸所以者何如来恒行慈悲喜捨四等之，L、是四等，心有大筋力有大勇猛不可阻壊
故妙麹鳥不能食之故諸比丘首行四等之心今此次第即四生烏亦云大威徳者諸龍怖故威徳慶大大身爾麹相去
三百三十六寓里大満腹恒食飽如意領下有珠
(78) [28] Skt. 5.5 6: Tib. 5.6: Chin. 2b5 6 
漢文はこのセクションを2つに分けて（2b5-6,6）注釈を行っているが、チベット語訳は引用文も lつ
にまとめ、結びの文に対する注釈の翻訳を欠いている（[28] = [38・39］）。
(79) 676cl7 677al: [38］経章提希子至毛華麗倶（2b5-6）賛日此人玉衆備以住此玉城説法故濁基之党云吠
題咽弗E旦多古云思惟子今云吠是勝義題咽云身即東毘提詞之名彼毘提詞男整中呼此吠題咽女聾中呼此是山
名亦是彼山中神名従彼乞得図以篤名章提希計七也党云阿社多設日出路此云未生怨阿閣世計七也未生以前巳結怨
故亦名折指由造逆業開小乗経憐悔己後猶堕拍手草地獄後得猫笹果浬繋経云閣主不遇香婆来月七日嘗堕地獄
聞大乗経機悔巳後不堕地獄又有経云憐悔己後得柔順忍以母標名故言章提希子阿閣世玉加浬繋経等具陳其
事
677a2: [39］経各穫悌足退坐一面（2b6）賛日列衆中第二明其儀軌尊敬情深各種偽足方受正法退坐一面
（本研究は日本学術振興会科学研究費基盤研究（C)no.16K02161の助成を受けた研究成果の一
部である）
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〈付録〉「漢文テキスト「序品Jの科文（1）」
玄費（TJ4) 経 妙法華（T9) 科文 名目（品数，偶額数） 経論章疏（妙法華は除く）等の引用 百及
6olbl [l] lcl9 。 六門料簡
66la26 妙法蓮華経玄賛巻第 （末）
66la28 6 第六釈経本文
66la28 6 A ［洪］遵法師（1,27) （乃為指南）
66lb2 6 B 吉蔵師（l,15.5, 1 [ 5]) 法華義疏
61凶 6 c ［慧］浄法師（1,19,8) 妙法蓮華経績述
66lbl0 6-D 今為一解
66lbl0 6-D-l 序分｛l），正宗（8），流通側 信解品，提要達多品！普賢品！法師品，持品
66lb27 6 D 2 流序分通m一乗境問！一乗何2), 乗果（5),量方便品。品常。持不軽品！品安，神楽力行品，従地涌出品！如来寿
66lc9 6-E 論説序品有七種成就 法華論序品
66lcll [lcl9] 6 E 1 序分成就（山城） 法華論
66lcl3 lc2D→ 6 E 2 一衆成就 法華論
6-E-2-1 数 法華論
6-E-2-2 -l’丁一 法華論
6-E-2-3 二摂功曜 法華論
6 E 2 4 四威犠如法住 法華論
66lcl5 2b7- 6 E 3 二如来欲説法時至成就（十七名） 法華論，器量義経
66lcl7 2b9- 6-E-4 衆四生所世植間説）法随順威儀住成就（定・器 法華論
66lcl9 2bl6 6 E 5 五依止説因成就 法華論
66lc21 2b24- 6-E 6 六大東生現前欲閣法成就 法華論
66lc2J [3clト］ 6-E-7 七文暁師利害成就（十種事） 法華論
66lc25 6 F 七中分ー
66lc26 6-F-l 初一通序（6-E-1,6-E-2）。通序有五
66lc26 6 F 2 後五別序（6-E-3・ ・6 E 7)
[6-E-l] ［ 序分成就］
lcl9 6-F-1-1 一総顕巳聞！「如是我聞」
6 F 1 2 一説教時
6-F-1-3 ニ説教主
6-F-1-4 四所化処（序成但四）
[6-E-2] ［ー衆成就］
6-F-1-5 五所被機（此入衆成）
66lc29 6 E 1 A 論本但説序一成就 法華論
6-E-1-A-l 城
6 E 1 A 2 山
662a4 6 F 1 1 「如是我聞」等ニ門分別
662a5 6-F-1-1-1 一説之所由 大術等経
662al5 6 F 1 1 2 一立之所以（十釈） 智論成度！唯毘論識事！仁沙王！顕等揚経論，摂，瑞大伽乗論，諸，倶論舎，論［瑞。伽智度師論地］！ 
662c7 6-F-1-1-3 ニ正釈其士
662c7 6-F-1-1-3-1 「知是」（以上合有一十五釈）
（仏義1）記！地宝］論（公1;1葉。i，真武真諦帝諦三（三l蔵）！長（3の耳）！注誤三法蔵り華か（31。），光注宅蕪［量法義華
66Ja22 6-F-1-1-3-2 「我聞」
66Ja2J 6-F-1-1-3-2-1 「我」（有二）
663a27 6 F 1 1 3 2 1 1 問答1（四義）
66Jb5 6 F 1 1-3-2-1-2 問答2（ニ義） 集法伝
663bl8 6-F-1-1-3-2-2 「聞」 噛伽
66Jb27 6Fll32-2-l 問答1（コ義）
663c6 6-F-1-1-3-2-2-2 問答2（ー解）
663c7 6-F-1-1-3-2-2-2-1 一者龍軍等百 龍［同軍左等；，経無性（楊［湖摂経大か乗）論釈］，彼論［同左］！論
66Jr20 6-F 1 1-3-2-2-2 2 者ー親光等吉 親経光］等，世親［唯識ー 十論］。経［升摂枝葉轍
船4a9 [2] lcl9 6←F 1 2 一説教時［分］，「一時J.（一義）
船4al0 6 F 1 2 1 一法玉砕化機器成集説聴事誌
船4all 6 F 1 2 2 一説者聴者共相会遇時分無別“4al2 6-F-1-2-A 剃那相続無断説聴究寛（ 解）
664al3 6 F 12A1 道理時
侃4a2C 6-F-l 2-A-2 唯識時
侃4bl 6←F 1 2 A-2 1 不定約利那
船4b3 6Fl2A22 不定約相続
侃4b9 6←F 1 2 A 2 3 不定約四時六時八時十時
664bl4 6-F-1-2-A-2-4 不定約成道己後年数時節
防4bl7 6-Fート2-A-2-A-l 然諸経中有説相続 序品
侃4bl9 6-F-1-2-A-2-A-2 有説四時 浬繋経
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筋4b20 6 F 1 2-A-2-A-3 有説六時八時十時 長繋略経説教金誠剛経般］若上生経宣教経［仏垂般浬
悌4b24 6-F-1-2-A-2-A-4 有説成道己後年数時節 十地経I方便品。薫量義［経］
悌4c2 6-F-1-2-A-2 A 5 問答1
飴4c7 (3) lcl9 6 F 1 3 ＝説教主，「仏J
664r8 6-F-1-3-1 堂有二義
侃4c9 6 F 1 3 1 1 自覚勝凡夫
6臼c9 6Fl31-2 覚他勝一乗
侃4rl0 6-F-1-3-1-3 覚行円満勝諸菩薩
侃4cll 6-F-1-3-2 仏地論 仏地論
侃4c21 6 F-1→3 3 問答l 称績大乗功檀経，仏地経等，拐伽経
665aS (4) lcl9 6 F 1 4 四所化処，「住王舎城香閤幌山中j
665a9 6-F-1-4-1 住者居止遊化安処之義
6~5al0 6-F-1-4-1-1 居止在山
665al0 6 F 1 4 1 2 遊化在域中仏依此中遊化安処
665all 6 F 1-4-2 古人
665al4 6-F-1-4-3 党五矩曹掲羅補羅城 ［大唐西域記］
665c5 6 F 1 4 4 古人有説
6-E-1-B 序分成就者此法門不現一種義成就 法華論（T26,lb6) 
665c9 6-E-1-B-l 一切法門中最勝故 法華論
665cl3 6 E 1 B 2 不現自在功徳成就故 法華論
6.ic28 6-Fート4-5 古説
6 F 1 4 5 1 初在霊山 序品
6-F-1-4-5-2 塔ー涌空中 見宝塔品
6-F-1-4-5-3 ニ仏集浄土 見宝塔品
6-Fート4-54 四嘱累品中分身仏還桂居穣土 嘱累品
6-Fート4-5-A 今解処三説唯在ー
侃6al 6 F ト45 A 1 処有二 嘱累品
6 F ト4-5-A-l-l 一初在霊山犠土
6-Fート4-5-A-l-2 一分身仏特集仏便変浄
6-Fート4-5-A-l-3 井塔涌空
666a2 6 F 1-4-5-A-2 説唯在ー
6 F 1-4 5-A-2-1 初在地上霊山骨j会
6-Fート4-5-A-2-2 徒塔涌空分身仏集
666al5 (5) lc20卜2b7] 6 E 2 A 第一衆成就（五門） 法華論
6 E-2-A-l 一顕来意
6-E-2-A-2 一彰権実
6 E 2 A 3 二定多小
6 E 2 A-4 四明次第
6-E-2-A-5 五依論解
6-E-2-A-l 来意有五
66fal8 6-E-2-A-1-1 一為謹信（衆疑有ニ） 智度論
66na22 6-E-2-A-1-2 －為顕樟
66na23 6E2Al3 ニ為啓請 方便品，安楽行品I寿量品
666b3 6 E 2 A→1-4 四為当機
666b8 6 E-2-A-1-5 五為引摂 仏地論
666hl2 6-E-2-A-2 一彰権実 仏地論I論（法華論か）
侃6b20 6 E 2 A 3 二定多小
侃6b20 6E2A3-l 初有十五m
6-E-2-A-3-1-1 一高名大穂衆
6-E-2-A-3-1-2 一証名大穂衆
6-E-2-A-3-1-3 ニ尊重諸尼衆
6-E-2-A-3-1-4 四内春諸尼衆
6E2A315 王聖徳難思衆
6 E 2-A-3-1-6 六帝釈諸天意
6-E-2-A-3-1-7 七二光四王衆
6-E-2-A-3-1-8 八二自在衆
6-E-2-A-3-1-9 九色界諸天衆
6-E-2-A-3-1-10 十龍衆
6-E-2-A-3-1-11 十一緊那羅衆
6 E 2-A-3-1-12 十一乾圃婆王衆
6-E-2-A-3-1-13 十二阿修羅衆
6-E-2-A-3-1-14 十四迦楼羅衆
6 E-2-A-3-1-15 十五人王衆
666b26 6 E 2 A-3-2 復有六衆
6 E-2-A-3-2-1 多主
6-E-2-A-3-2-2 一分身
6-E-2-A-3-2-3 ニ謹宮
6 E-2-A-3-2-4 四涌出
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6-E-2-A-3-2-5 五妙昔
6-E-2-A-3-2-6 六普賢“6b28 6-E-2-A-3-3 有六門異
6“b29 6-E-2-A-3-3-1 一二乗無独覚 仁王経
6侃d 6-E-2-A-3-3-2 二ニ界無無色界 仁王［経］
6侃c4 6-E-2-A-3-3-3 ニ五趣無地獄（来有一義） 陀羅尼経
6侃el 6-E-2-A-3-3-4 四回東無優婆塞優婆夷
6邸c12 6-E-2-A-3-3-5 五人部無夜叉及摩喉羅伽
筋6c13 6-E-2-A-3-3-6 六一王無輔輪聖王
防6c15 6-E-2-A【4 四明lk第
飴6c16 6-E-2-A-4-1 初衆分四
6-E-2-A-4-1-1 一声聞衆
6-E-2-A-4-1-2 －菩薩衆
6-E-2-A-4-1-3 二人部衆
かE-2-A-4-1-4 四諸王衆
筋6cl7 6-E-2-A-4-A-1 内護
十E-2-A-4-A-1-1 声聞
6-E-2-A-4-A-1-1-1 僧
6-E-2-A-4-A-1-1-1-1 有名
6 E-2-A-4-A-1-1－ト2 無名
かE-2-A-4-A-1－ト2 尼
6-E-2-A-4-A-1-1-2-1 尊重春属
6-E 2 A 4 A 1 1-2-2 春属
6-E-2-A-4-A-1-2 菩薩
6-E-2-A-4-A-2 外護
6-E-2-A-4-A-2-1 八部
6-E-2-A-4-A-2-1-1 天
6-E-2-A-4-A-2-1-1-1 地居
6-E-2-A-4-A-2-1-1-1-1 中帝
6 E-2-A-4 A-2-1-1-1-2 臣
6-E-2-A-4-A-2-1-1-2 空居
6-E-2-A-4-A-2-1-1-2-1 非禅主
6 E 2-A 4 A 2-1-1-2-2 禅主
6-E-2-A-4-A-2-1-2 非天
6-E-2-A-4-A-2-2 人王
6“c2 6-E-2-A-4-2 後衆仕事
6-E-2-A-4-2-1 誼法衆
6-E-2司A-4-2-2 開塔罪
6-E-2-A「4-2-3 経利広大衆
6-E-2-A-4-2-4 持法蕪辺衆
6-E-2-A-4-2-5 他方行法衆
6-E-2-A「4-2-6 他方勧持衆
筋恥24 6-E-2-A-4-1田A 初衆之中声聞居先菩薩居後 仏地論
飴6c25 かE-2-A-4-1-B 今』毎回解
6 E-2-A-4-1-B-1 一形相不同
かE-2-A41-B-2 二処有近連
6-E-2-A-4-1-B-3 コ戒徳有殊
6-E-2-A-4-1-B-4 四欲令書薩於声聞所捨僑慢故
飴6c29 6-E-2-A-4-1-C 先列菩薩後列声聞 華経厳経，羅摩伽経，矩楼王経，和休経，大五濁
667a3 6-E-2-Aー5 五依論解 法華論
6-E-2-A-5-1 一数 法華論
6-E-2-A-5-2 一行 法華論
6-E-2-A-5-3 ニ摂功徳 法華論
6-E-2-A一正4 四威儀如法住 法華論
667a4 6-E-2-A-5-1 数成就 法華論
667a6 6-E-2-A-5-2 行成就中有四 法華論“i7a6 6-E-2-A-5-2-1 一諸声聞修小乗行 法華論
667a7 6-E-2-A-5目2-2 二菩薩修大乗行 法華論
667a8 6-E-2-A-5-2-3 ＝菩薩以神通力随時示現能修行大乗 法華論
飴i7a12 6-E-2-A-5-2-4 四出家人威儀一定不同菩薩 法華論
667a13 6E-2-A-5-3 摂功檀成就 法華論
6-E-2-A-5-3-1 十六句歎声聞徳 法華論
かE-2-A-5-3-2 十三句歎菩薩徳 法華論
筋7a15 2b7f 6-E-2-A-5-4 威儀如法金成就 法華論
侃7a18 6-E-2-A-5-A 十五車中合畠ニ類
侃7a19 6-E-2-A-5-A-1 菩産声聞具四成就
侃7a19 6 E-2-A-5-A-2 其有字無学丑比丘尼具一成蔵不歎徳故“7a2J 6 E 2 A 5-A-3 金天等具二無行無徳
チベット語訳『妙法蓮華註』「序品J和訳（1) お
前＞7a21 6-E-2-A-5-A-4 言説衆成中合有四成郁子一時四 法華論
防＞7a2 6-F-1-5 経明案成中有二段
6-F-1-5-1 初別明十五衆
6-F 1-5-1 I 初別列衆
6-F-Iーかト1-1 初明内護権
6-Fート・5-1-1-1-1 初明声聞
6-F-1-5-1-1-1ートl 初明比丘
6-Fート・5-l-1-1-1-1-1 初有名高徳
6-F-1-5-1 I 1-1-1-1-l 一標類挙数
6-F-l-5-l-1-1-1-1-l-2 歎ー徳
6-F-1-5-1－トトトト1-3 ニ列名
6-F-1-5-1-1-1－トト2 後無名大檀
6-F-1-5ート1-1-1-2 後明尼衆
6-F-1-5-1-1 1-2 後明菩薩
6-F-1-5-1ート2 後明外護章。F-1-5-1-2 後明礼仏各各退坐
十F-1-5-2 後明威儀
前＞7a29 6-F-1-5-A 有一成就
かF-1-5-Al 一数
6-F-1-5-A-2 一行
“i7a29 lc20 6-F-1-5-B 「与」 智度論
667b2 lc20 6-F-1-5-C 「大比正」（守合高六） 智度論，真諦釈
6-F-1-5-C-I ｝教大
6-F-1-5-C 2 二離大
6-F-1-5-C-3 ＝位大
かF-1-5-C-4 四億大
6-F-1-5-C-5 玉名大
6-F-15-C 6 六識大
667b9 6-F-1-5－じA 党云基調
6-F-1-5-C.A-I 一日怖魔
かF-1-5-C.A-2 一言乞士
かF-1-5-C.A-3 二名浄持戒
6-F-lーかじA-4 四云浄命
6-F-1-5-C-A-5 五日破悪
667bl5 le却 6-F-1-5-D 「衆」
667bl7 161 lc20-22 6-F-1-5-1 l 1-1-1-1-2 歎徳
6-F-1-5－トlートト1-1-2-1 経有六句 or-煩玄1世2垂2⑫）で：量は①⑮得皆己是利阿，⑬躍v 尽漢，諸②有諸結漏，④己~ 
6-F-1-5-1ートlートト1-2-2 新翻及旧論中有十六句
’IL・日、
’U E也人指、酔中． 
岸
6-F-1-5-1 l 1-1-1-1-2-2-1 復［新煩翻悩］①皆是阿羅漢，②諸漏己尽，③無
6-F-l-5-l-l-l-l-l-1-2-2-1 
はげ｜隷舞者圃箇 ~樽脅Jt明自羅i漢昔＠云臨＠詣揚む得巳R自鵠L在＠艶6-F-l-5-l-l-l-1-1-1-2-2-2 
6-F－ト5ートll-l-1-1-2-2-3 
6-Fート5-l-l-l-1-1-1-2-2-4
6-F-l-5-l-l-l-1-1-1-2-2-5 
6-F-1-5-1-1-1ート1-1-2-2-6 長官］⑭正知解脱論云⑭普得正智心
6-F-l-5-l-l-l-l-1-1-2-2-7 ［新翻］⑮至心自在，⑮第一究寛
“＞7b24 6-F-l-5-l-l-l-l-1-1-2-3 論有ニ釈 法華論
十F-l-5-l-l-l-1-1-1-2-3-l 上上起門
6-F-l-5-l-l-1-1-1-1-2-3-2 総別相門
6-F-l-5-l-l-l-1-1-1-2-3-3 摂取事門
“市26 6-F-Iーかトト1-1-1-1-2-3-1 上上起門 法華論，［大般若経］
6-F-1-5-1-1ートl-l-1-2-3-1-A-I Ii以第一句釈初句
“7cl lc20 かFート5-1ートl-l-1-1-2-A-I 「漏」以五円分別
侃7cl 十F-1-5-1－トトlート1-2-A-l-1 一釈総名 諸論
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667c5 6 F 1 5 1 1 1 1 H-2-A-1-2 一列名（漏有二種）
6n7cn 6 F 1 5 1 1 1 1 1 1 2-Aート3 二出体
667c13 6 F 1 5 1 I I I H-2-A-1-4 四離合壌立
667c19 6-F-1-5ートトトlートト2-A-l5 五得名所従 車伽
667c25 6-F-1-5-H-l-Iート1-2-3-1-A←2 (2）以第四句釈第二旬
667c27, 6 F I 5 I～l H-1-1-2-3ートA-4 (4）以第五第六句釈第四句
61i8a2 6 F 1-5 I I 1 I I 1-2-3ートA-3 （第3）四以句第一第二句釈第四句，唯第二句釈 法華論に第二はない！有本
侃8a3 6-Fート5-1ートH-1ート2-3-1A 4 (4）以第五第六句釈第四句
船8a8 6 F I 5 I I 1 1 I 1-2-3-1-A-5 (5）以第一旬釈第二句！或復単釈 法華論に以第二句はない
侃8al6 6 F 1 5 I I 1 1 I 1-2-3-1-A-6 (6）以第五第六句釈第七句
668al8 6-F-1-5-1-H-H-l-2 3 1 A 7 (7）以第九第十両句釈第八句 法華論に第九第十両句はない！新経（大般若
経）
668a24 6 F 1 5 I 1 1 1 I I 2 3 l-A-8 (8）単釈第九句 法華論は単釈ではない
668a27 6-F-1-5-1-1-H-H-2-3-l-A 9 (9）単釈第十句
“お29 6 F 1 5 I I I H-1-2-3-1-A-10 側以第九第十句釈第十句
668b3 6-F-1-5-H-l-l-H-2-3 I A 1 (lij以第十句釈第十句
6回b5 6 F-l-5-H-H-H-2-3-1-A-12 ω以第十句釈第十ニ句
6回hl2 6 F I 5 1 I I l-H-2-3-1-A-13 間以第一句釈第十四句
668bl4 6-F-1-5-1ートH-H-2-3-1A 14 凶単釈第十五句
6回hl8 6 F I 5 I 1 I 1ート1-2-3ートA-15 附以第十四句釈第十六句
668h20 6-F-1-5-1-H-l-I 1 2 3 1 B 1 以下釈上名上起！二句（（1),(2), (7）＇所起
668b24 6 F 1 5 1 1 1 I I I 2 3 l-B-2 以上釈下名上起！七句（15),(6），側，(lU, 以第二句は以第一旬の誤り
u21. (13, 同）！能起
侃8c3 6 F I 5 I I I I H-2-3-1-B-3 ③単釈吋，3三）句（⑨＝（8），⑩＝（9）。⑮＝凶，戎
668c5 6-F-I 5-1-H I I I 2 3 1 B 4 不釈，ー句（（5）ニ③，（6）＝⑤，⑥）
6関c5 6-F-l-5-H-H-H-2-3-1←B 5 以上釈下亦以下釈上，一旬（（4）ニ⑤，⑥）
6鴎c6 6 F 1 5 I 1 1 I I I 2 3-1-C 総説頃日
侃8c9 6-F-I 5 I I H-1-1-2-3-1-D 今依此経文
侃＆10 6ヤF-l-5-l-l-l-l-1-1-2-3-1-D-l 以下釈上有一句，以喧釈①
船＆1 6 F 1 5 I I 1 1 I I 2-3-1-D-2 以上釈下有一句，以②釈③t以⑫釈⑬
侃＆13 6-F-1-5-1-1-1-H-l-2-3-I D 3 白金閥故当句自釈
侃＆13 6-F-1-5-1-1-l-l-l-l-2-A-2 「漏」如前釈
“＆16 6-F-l-5-1-1-1-1-I I 2 B 「無復煩悩J，由上漏尽以下回句 法華論
669al 6-F-1-5-1-1-1-l-l-l-2-3-2 総別相門 法華論！［大般若経］
6-F-l-5-l-l-l-l-1-1-2-3-2-1 総相門l 「皆是阿羅漢j
6 F I 5 I I I l-H-2-3-2-2 別相門，余十五句
6-F-l-5-l-H-H-1-2-3-2 I 阿羅漢，総名「応J義
6 F I 5 I I I 1 H-2-3-2-2-A 「応」有十五義「諸漏巳尽J下
侃9a4 6 F I 5 I I I H-1-2-3-2-2-A-I 一応受飲食等供養恭敬等ニ②
669a5 6-F-1-5-1-1-H-H-2-3-2 2 A 2 一応将大衆教化一切ニ③
669a6 6-F-l-5-l-H-1-1-1-2-3-2-2-A-3 ニ応入罪落城邑等故＝④
669a7 6-F-1-5-1-1-H-l-l-2-3 2 2 A 4 四応降伏外道等二⑤
6n9aR 6 F-1-5-1 I H-H-2-3-2-2-A-5 五応以智慧連観察法＝⑥
669al0 6 F 1-5 1 I I 1-1 1 2-3-2-2-A-6 六応不運連説法＝⑦
669all 6-F-l-5-H-l-H-1-2-3-2-2 A 7 七応静坐空関処二⑧
669al3 6-F 1-5 H H-H-2-3-2-2-A-8 八応一向行善行不著諸禅＝⑨
669al4 6 F I 5 1 I I I 1 1 2 3 2-2-A-9 九応行空聖行＝⑩
6n9al5 6-F-l-5-H-l-l-H-2-3-2-2-A 10 十応行無相聖行＝⑪
6n9al6 6-F-l-5-l-l-l-1-1-1-2-3-2-2-A-ll 十一応行無願聖行＝⑫
669al7 6 F I 5 1 I 1 1 1 1 2 3-2-2-A-12 十二応降伏世間禅定浄心ニ⑬
669al9 6-F-l-5-l-l-l-l-1-1-2-3-2-2-A-13 十ニ応起諸通殊勝功徳＝⑬
669a21 6-F-l-5-H-l-l-H-2-3-2-2 A 14 十四応到第一義功徳二⑮
6n9a22 6-F-l-5-l-l-l-1-1-1-2-3-2-2-A←15 十五応如実知同生乗得諸功徳＝⑮
669a24 6 F 1-5 1 I 1 1 H-2-3-2-2-B 第八十一，別意
6n9a26 6Fl511111123←2-2-C 応説項目
66ヲ必8 6 F I 5トII l-H-2-3-2-2-D 経中六旬＝②③⑫鎖骨①
66宮b3 6-F-1-5-1-1-1-1 1 1 2 3 3 摂取事門 法華論。［大般若経］
669b4 6-F-l-5-H-1-1-1-1→2 3 3 A 以十五句摂取十種功徳事（下随応配）
669凶 6-F-1-5-1-1-l-l-l-l 2 3 3 A 1 摂取得功徳有一句＝②③
669bl0 6-F-l-5-l-H-1-1-1-2-3 3 A 2 摂ー取諸功徳有三勾＝④⑤⑥
669bl6 6 F I 5 1 1 1 I 1 1 2-3-3-A-3 ニ摂取不違功徳有句＝⑦
669bl8 6-F-l-5-H-1-1-1-1-2-3 3 A 4 四摂取勝功徳有一句＝⑧
669bl9 6-F-l-5-H-H-1-1-2-3-3 A 5 五摂耳目所応作勝功檀有一旬ニ⑨
669b23 6-F-1-5-1-1-H-l-l-2 3 3 A 6 六摂取満足功徳有句＝⑩
6f9b25 6 F 1 5 1 1 1 1-1-1-2-3-3-A-7 七摂取過功徳有ニ句＝＠＠⑬
66Sc3 6 F 1 5 1 1 1 1 1 1 2 3-3-A-8 八摂取上上功徳有句＝⑭
669c5 6-F-l-5-l-H-H-1-2-3-3 A 9 九摂取店作利益章生功檀有一旬＝⑮
669c7 6-Fート5ートト1-H－ト2-33 A 10 十摂取上首功檀有一句＝⑮
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669c9 6-F-1-5-H !-1-1-1-2-3-3-B 応説填日
669cl2 6Fl5111111233C 此経六句（唯摂ニ檀）
669cl3 6-F-l-5-l-l -J-l-1-1-2-3-3-C-l 一摂取功植有一句＝②！③
669cl4 6Fl5111111233C2 －摂取過功徳有勾＝⑫⑬
669cl6 6 F 151-1-1 I 1 1 2 3 3-C-3 ニ摂取応作利益衆生功躍有一句＝⑮
669cl7 6 FI 5-1-1-1 I 1-1-2-3-3-C-4 阿羅漢是結二①
669cl8 6-F-1-5-1 I H-H-2-3-3-D 阿羅漢有二 成唯識
6-F-1-5-H-l I 1-1-2-3-3-D-l 己1i<害煩悩賊故（上上起門）
6 F 1 5 I 1-1 1 1 1 2 3 3 D 2 応受世間妙供養故（総別相門）
6 FI 5 1-1-1 1 1 I 2 3 3 D-3 応不復受うま段生故（上上起門）
669c24 6-F-1-5-1-1-1 l←I－ト2-3-3-D-4 又上上起門永害煩悩
6-F-l -5-l-l-l-l-1-1-2-3-3-D-5 総別相門堪受妙供
6 F 1 5 1-1-1 1 1 I 2 3 3 D-6 摂取事門蕪分段生死 新翻経（大般若経）
669c26 [7] lc22 23 6-F-1-5-1-1-H-H-3 第二列名（ー 十人）
6-F-1-5-1 I 1-1-1-1-3-1 初別列名
6Fl511111132 後結名高
669c28 6Fl51Hlll3A 或有以出家前後為次第 報恩経
670a5 6-F-l-5-H-H-1-1-3-B 或有行徳大小為次第
670a6 6 F I 5 I 1-1 I I I 3 C 以徳排為政事 無垢称経弟子品
67(a8 6Fl51Hlll3D 機宜不同諸部結集諦経異故 十ー 由経
670a10 lc22 6 F→1-5-1-1-1 1 I I 3-1-1 阿若僑陳如（党五阿若多僑陳那） 無量寿経，因果経大般若
67日a23 lc22 6-F-1-5-l-H-1-1-1-3-1-2 党古車詞迦葉披 因果経第二巻！弥勅疏
6叩b2 lc22-21 6-F 1-5-1-H I 1-1-3-1-3 党五郎置頻螺
6叩h5 lc23 6-F-l-5-l-H-1-1-1-3-1-4 伽耶
67(b7 lc23 6Fl5111111315 党五捺地迦 正法華，因果経
67Cbl2 [8] lc23－おllc23-24 6 F 1-5-1-1-1 I 1 131-6 党五者利弗ng羅
67Cbl8 lc24 6 FI 5-1-1-1 I I 131-7 党五摩前浸特伽羅 大般若1弥勅疏
670b25 lc24 6-F-1-5-H←H-1-1-3-1-8 党z車詞迦多桁那 大般若，真諦
670c7 lc24 6Fl51Hlll31-9 党五阿泥曹陀
6叩c9 lc24 25 6 F-1-5-1-1-1 I 1-1-3-1-10 劫賓那
67Ccl2 [9] lc25-26, lc25 6-F-1-5-1-H-l-!-l-3-!-ll 党玄宜房鉢底
670cl6 1c25 6 F I 5 1←1-1 I I 1 3 I 12 党五額麗世多 智度論
67:cl9 1c25 6-F-1-5-H l-l-H-3-1-13 党z畢蘭陀筏嵯
67Cc22 lc25-26 6 F 1 5 1 I I 1 1 1 3 I 14 党五薄矩羅 付法蔵伝
67la3 lc26 6 F 151-1-1 1 1 1 3 I 15 党E摩詞倶~恥羅 律
67la7 [10] lc26 27' lc26 6-F-l-5-l-H-l-l-1-3-1-16 党ヱミ難陀
67lal0 lc26 6-F I 5 1 1 l-l-H-3-1-17 党z孫達羅難陀
67la14 1c26 27 6-F-1-5-H-H-H-3-!-18 党五補刺草梅哩,flj曳尼弗哩羅
67lal9 lc27 6 F 1 5 1 1-1 I 1 1 3 I 19 党：d革補底
67la2l lc27 6 F 1-5-1-1-1 I 1 I 3 I 20 党五阿難陀
671a22 1c27 6-F-1-5-1-1ート1-1-1-3-1-21 党玄羅恰羅 説無垢称経疏声聞品第二ー 四巻
67la28 [1] lc28 6-F-l-5-l-l-l-1-1-1-3-2 結名高 法華論！無垢称法華論
67lb1 [12] lc28 29 6-F-1-5-1-H 1 1-2 一無名大穂lt
6-F-1-5-H←1-1-1-2-1 有学
6-F-1-5-H 1-1-1-2-2 無学
67lbl2 [13] 1c29-2al 6 F 1 5 1-1-1 1 2 1 ニ尊重詰尼衆
6-F-1-5-1-1-1-l-2-l-I 党五摩詞鉢刺閣伏底 律
671b22 [14] 2al-2 6Fl5111122 四内春諸尼衆
6 F 1-5-1-1-1 1 2 2 I 党云耶成達羅 未曾有経。須達華経，瑞応経，浬繋
67lcl8 妙法蓮華経玄賛巷第一（本）
671c20 [15] 2a2 6-F-1-5-1←H-2 第五聖徳難思衆
6-F-1-5 I I 1-2-1 一標類挙数
6-F-1-5-1←I 1-2-2 －歎檀
6F1511123 ニ列名
67lc22 6 F 1-5-1-H 2 I I 焚云菩提薩唾摩詞薩唾
6Fl51H2111 一自利
6Fl51H2112 利ー他 無著［金剛J般若論！菩薩地［持経］
672a9 [16] 2a2-3 6 F→1-5-1-1-1 2 2 第一歎徳有十二句
時措轟
6-F-1-5-H 1-2-2-1 論以一門釈
密繍2量百f千衆E玄生：＇l時Z二A；切潟間臨害時者E;. 
6 F-l-5-l-!-1-2-2-1-1 一上支下支門
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6 F 151 1-1+2 1 2 摂ー取事門
6-F-l-5-l-1-1-2-2-1-1-1 上支分謂総相
6-F-1-5-1-1-1-2-2-1-1-2 下支分謂別相 法華論（2a28)
672al4 6-F-1-5-1-1 1-2-2-1-1-1-1 覚阿祷（四多覚羅）二親ニ菩提＝① 無上正等正 無著金剛般若論。大智度論I菩薩地［持経］
6-F-l 5←1 1-1-2-2-1 1 1 1 1 無上覚
6-F-l-5-l-1-1-2-2-1-l-l-l-2 一正覚
6-F-1-5-1-1 1 2 2-1-1-1-1-3 二等覚
6-F-1-5～l 1-1-2-2-1 1 1 1 4 四又正覚
672a29 6-F-l-5-l-1-1-2-2-1-1-1 2 聖上菩提・不退転（十因不退転） 諸経論
672b8 6 F 1-5-1-1 1 2 2 1-1-1-2-1 不退有四
6-F-1-5-1-1 1-2-2-1-1-1-2-1 1 一信不退
6-F-1-5-1-1 1 2 2-1-1-1-2-1-2 一位不退
6 F 1 5 I 1 I 2 2 I I 1-2-1-3 二誼不退
6-F-l-5-l-1-1-2-2-1-l-l 2 1 4 四行不退
672bl5 6-F-1-5-1-1-1-2-2-l-l-l-2-2 又不退有一
6-F 1-5-1-1 1 2 2 1-1-1-2-2-1 巳得不退
6-F-l-5-l-1-1-2-2-1-1-1-2 2 2 －未得不退
672b20 [17] 2a3-4 6-F-1-5-1-1 1-2-2-1-1-2 下別支分有十一句以十種示現
6-F-1-5-1-1-1-2-2-1-1-2-A 1 初九自利ニ＠＠＠＠＠＠＠＠＠
6-F-l 5 1←1-1-2-2-1-1 2 A 1 1 初八有為徳＝＠＠＠＠＠＠＠＠
6-F-1-5ート1-1-2-2ート1-2-A1 1 1 初五福慧ニ＠＠＠＠＠
6-F-1-5ート11 2 2ートト2-Aートト1-1 初二内行＝＠＠＠
6-F-1-5ート11 2 2ートト2-A-1－ト1-11 初薫修自；利＝＠
6 F-151 1 1 2 2 l-l-2-A-1-1-1-1-2 次一利他＝＠
6-F-1-5-1-1 1-2-2－卜卜2-A-1－ト1-13 後一利法＝＠
6 F 1 5 1 1 1 2 2 1 l-2-A-1-1-1-2 後一善縁＝＠＠
6 F 1 5 1 1 1 2 2 1 1 2-A-1-1-1-2-1 初一週縁修行＝＠
6-F-1-5ート11-2-2-1-1-2-Aート1-1-22 桂一讃美除疑＝＠
6-Fート5ート11 2-2-1ート2-A-1-1-2 捷二悲智＝＠＠＠
6 F 1 5-1-1 1 2 2 1 1 2-A-1－ト2-1 初ー 慈悲＝＠
6 F 1 5 1 1 1 2 2 1 1 2 A-1－ト2-2 後智慧ニ＠＠
6-F-1-5ート11 2-2ート1-2-Aート2 桂一無為徳＝＠
6 F-1-5-1-1 1 2 2 1 1-2-A-2 後一利他＝⑪
672b27 2~1 4 6-F-l 5 1 1-1-2-2-1-1-2 1 此中有ニ＝②③④
672h27 2a3 6-F-1-5-1-1 1 2 2-1-1-2-1-1 住置法不退転＝② 法華論（2h23) 
672b28 6-F-1-5-1-1-1-2-2-1-1→2 1 1 1 陀羅尼。総持有一
672b29 6-F-l-5-1-l-1-2-2-1-1-2-1 1 1 1 一摂，聞持！初是能持，自利聞持等 十地経。彼論（十地経論）
672c5 6-F-1-5-1-1 1-2-2-1-1-2-1-1-1 2 一義等散，四施（此有四種）。後是所持他利法
6→F-1-5-1-1 1 2 2 1 1-2-1-1-1-2-1 一法
6-F-l-5-l-l-l-2-2-1-1-2-l-l-l-2-2 一義
6 F-1-5-1-1 1221 1-2-1-1-1-2-3 二能得菩薩豆、
6-F-l-5-l-1-1-2-2-1-1-2 1 1 1 2 4 四明呪
672c9 2a3-4 6-F-l-5-l-l-l-2-2-1-1-2-1-2 一事説不退転＝③ 法華論（2b34) 
672cll 6-F-1-5-1-1 1-2-2-1-1-2-1-2-1 四排，四無擬解 方便品
6-F-l-5-l-1-1-2-2-1-l-2-l-2-l～l 一法無磁解
6-F-l-5-l-l-l-2-2-1-1-2-1-2-l-2 一義無擬解
6-F-1-5-1-1 1 2-2-1-1-2-1-2-1-3 二詞無擬
6 F-1-5 1 1 1 2 2 1 1 2-1-2-1-4 四排説無擬解
672cl4 6-F-l-5-l-l-l-2-2-1-1-2-1-2-2 七耕
6 F 1-5-1-1 1 2 2 1 1-2-1-2-2-1 一捷排
6 F 1 5 1 1 1 2 2 1 1 2 1 2-2-2 －迅耕
6-F-1-5-1-1 1-2-2-1-1-2-1-2-2-3 ニ応耕
6-F-1-5-1-1 1-2-2-1-1-2-1-2-2-4 四無疎謬排 契経
6-F-1-5-1-1 1 2-2-1-1-2-1-2-2-5 五無断尽排
6-F-1-5-1-1 1-2-2-1-1-2-1-2-2-6 六凡所演説豊義味掛
6-F-l-5-l-l-l-2-2-1-1-2-1-2-2-7 七一切世間最上妙排
672c22 2a4 6-F 1 5 1-1 1 2 2 1 1-2-1-3 二説不退転＝④ 法義疏華）論（2b4-5），弥勤所間経［論］（cf.法華
6-F-1-5-1-1 1-2-2-1-1-2-1-3-1 輸有二義
6 F-1-5-1-1 1 2 2 1-1-2-1-3-1-1 円満義
6-F-1-5-1-1 1221-1-2-1-3-1-2 一不定義
6-F-1-5-1-1 1-2-2-1-1-2-1-3-1-3 ニ擢壊義
6-F-1-5-1-1 1 2-2-1-1-2-1-3-2 法輪有五
6 F 1 5 1 1 1 2 2 1 1 2-1-3-2-1 輪自性
6Fl5111221←1-2-1-3-2-2 一法韓国
6 F 1 5“1-1 1 2 2 1 1 2-1-3-2-3 二輪春属
6Fl5111221 1→2-1-3-2-4 四法輪境
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6-F-l←5-1-1-1-2-2-1 1-2-1-3-2-5 五法輪果 方便品
673al9 (18] 2a4-6 6-F-1-5-1-1-1-2-2-1-1-2-2 此有三勾ニ⑤⑥⑦
673a20 2a4-5 6-F-l-5-l-l-1-2-2-1-1-2-2-l 句第骨四）依止普知識不退転＝⑤⑥（相之ー 法華論（2b57) 
673a25 6Fl511122112211 供養有十
6-F-l-5-l-l -1-2-2-1-1-2-2-l-l-l 一現前供養 菩薩地［持経］
6Fl5111221122112 不ー現前棋葺
6-F-l-5-l-l-l-2-2-1-1-2-2-1-l-3 ニ現前不現前供養
6-F-l-5-l-l-1-2-2-1-1-2-2-l-l-4 四於如是所唯自供養
6Fl5111221122115 五令若他供起悲養心以随力物施貧苦等願被安楽
6 F 1 5 l-H-2-2-H 2-2 H 6 六倶供養
6-F-l-5-l-l-1-2-2-1-1-2-2-l-l-7 七財敬供養
6-F-l-5-l-l-1-2-2-1-1-2-2-l-l-8 八広大供養
6-F-l-5-l-l-1-2-2-1-1-2-2-l-l-9 九無染供養
6-F-l-5-l-l-1-2-2-1-1-2-2-l-l-10 十正行供養 ［般若波羅蜜多心経］幽費上巻
673b21 2a5-6 6-F-1-5-1-1-1-2-2-1-1-2-2-2 五断一切疑不退転＝⑦ 法華論（2h7-8)
673cl [19] 2a6-7 6Fl5111221123 此中四匂＝⑧⑨⑩⑪
673c2 2a6 6 F 1 5 1 1 1 2 2 1 1-2 3 1 ⑧ 六為何等事説彼彼法入彼彼事不退転三 法華論（2凶ー 10)
673c7 2a6 6-F-1-5-1-1-1-2-2-1-1-2-3-2 七入一切智知賓境界不退転z⑨ 法華論（2b!O→1)
673cl0 2a6 6-F-1-5-1-1-1-2-2-1-1-2-3-3 八世我空法空不退転ニ⑩ 法華論（2blH2)
673cl2 2a6-7 6-F-1-5-1-1-1-2-2-1-1-2-3-4 九入如実境界不退転＝⑪ 法華論（2bl2-13)
673cl4 [20] 2a7-8 6Fl5111221124 此有一旬台高一句＝⑫
673cl4 2a7-8 6Fl51112211241 十応作所作住持不退転＝⑫ 法華論（2bl3-15)
673cl9 6 F 1 5 1 H-2-2+2 摂取事門（論有一釈） 法華論
673c20 6-F-1-5-1-1-1-2-2-1-2-1 初番（此高総標＝lX2X31) 法応浄作地華故論中，（弐2w周1何7）等方（1）便示，現（3諸）何菩等薩境住界何中等作清所
673c23 6-F-l-5-l-1-1-2-2-1-2-l-l 論下牒釈十ニ句中応分為ニ 法華論
2a2-3 6 F 1 5 H-1-2 2 1 2-1-H 於何等無上清浄正等地正中覚（＝不（1退）転一句（ニ①）是住 法華論（2bl6)
6-F-1-5-1-1-1-2-2-1+1-1-2 （次2)有十句（＝②⑪）是因何等方恒（＝ 法華論（2bl7)
6Fl51112212113 長之（＝三（3句）（二⑫）是何等境界中所作応作 法華論（2bl7)
673c26 6 F→1 5-H-1-2-2-1-2-H-A 論三牒句釈（ニ中（3唯！）解初ー 句標（二lX21）不釈第 法華論
673c27 6-F+5+H 2-2 1-2-1 1 1 ①地，清後浄三者地 名無上正等正覚故＝（l). 法華論（2bl8-19)
674a2 6 F 1 5 H-1-2-2+2+1-2 第一句因何等方使者有四種ニ（2) 法華論
674a3 2a3-4 6-F-l-5-l-l-1-2-2-1-2-1-l-2-l 一摂取妙法方使（此摂二句＝菅沼ゆ） 法華論（2bl9-20)
674a8 2a4 5 6-F+5+1+2 2 1-2 1 1-2 2 一摂取善知識方便（此摂ニ句＝⑤猷＇！） 法華論（2b2D-21)
674al3 2a6 6 F-1 5-1-1-1-2-2-1-2-1+2-3 二摂取衆生方便（此摂一句＝⑧） 法華論（2b21-22)
674al6 2a6-7 6-F-1-5-1-1-1-2-2-1-2-l-l -2-4 四摂取智方便（此摂＝句＝喧⑪⑪） 法華論（2b22-23)
674a21 6-F-1-5-1-1-1-2-2-1-2-1-1-3 ⑫議）中唯解此初標一旬 ＝此摂ー 句（＝ 法華論
674a28 6 F 151←H-2-2-1-2-2 第一復次（此ー 勾為総標＝(1!21) 法徳不華論同二（2乗b2功4－徳お故) :(1）示現諸地（2）摂取勝功
674bl 6-F-1-5-1-1-1-2-2-1-2-2-1 自別釈二句
6-F+5+H 2←2 1 2 2 1 1 一不現諸地（十二句中初四句）
6-F-1-5-1-1-1 -2-2-1-2-2-1-2 摂ー取勝功槽不同一乗功徳故（後九句）
674b4 2a2-4 6-F +5-1 1 1 2 2 1 2 2 1 1 初四句不現諸地
2a2-3 6-F-l-5-l-l-l-2-2-1-2-2-1-1-l 皆地於故無上菩提不退転ー 句（＝①）是第八
2a3-4 6-F-1-5-1 1 1 2 2 1 2 2 1 1 2 次一旬（ニ喧⑬）是第九地
2a4 6 F-1-5-1-1-1-2-2+2-2-1+3 次一旬（＝④）是第十地
674bfi 6-F-l-5-l-1-1-2-2-1-2-2-1-1-A 故論下釈示現諸地五
674b6 6-F-1-5+1+2-2 1 2-2 1 1 A 1 ［八地］（八地証功用名不退転） 法華論（2b25-28）。唯識
674bl3 6-F+5ート1+2-2+22 HA 2 ［九地］（於九地中高他説法） 法華論（2b28-29)
674bl5 6-Fート5ート1-1-2-2-1-2-2-1-1-A-3 ［十地］（前第一地市現諸地放） 法華論（2h29-cl），前第地は一地の誤りか
6-F-1-5-1-1-1-2-2-1 -2-2-1-1-B 論自結z 法華論
674bl8 6-F-1-5-1-1-1-2-2-1-2-2-1-2 第一摂取勝功低此有五句，論為初標 法華論（2c2-3)
674b22 6-F-1-5+1+2-2+2-2 1 2 1 下自別釈
674b22 2a4-6 6-F+5+1+2-2+2 2-1 2 1 1 依何処摂ニ句＝③⑥⑦ 法華論（2c3-4)
674b25 2a6 6-F-1-5-H 1 2-2 1 2 2 1 2 1 2 依何心者摂句＝⑧ 法華論（2c4-5)
674b29 2a6 7 6-F-1-5+1+2-2 122121 3 依何智者摂ニ句＝喧：R⑪，依二種智 法華論（2c5-7)
674cl 2a6 6-F-1-5-1-H-2-2+2-2+2-l 3-1 授記密智ニ⑨ 法華論（2c6-7)
674c3 2a6 6-F+5+1+2-2+2 2 1 2 1 3 2 諸通智ニ⑩ 法華論（2cfi-7)
674c4 2a6-7 6-F+5+1 1 2 2 1 2 2 1 2 1 3 3 真実智＝⑮ 法華論（2c67) 
674c6 2a7 6-F+5+1+2←21-221214 依諸何世界等有境二界行者＝名称普聞無量世界， 法華論（2c7)
38 チベット語訳『妙法蓮華註J「序品」和訳（1)
6 F 1-5 1 1 1 2 2+2-2+2-l+l 一器
6-F+5+1+2-2-l←2212142 有ー情
674c8 2a7-8 6-F+5+1+2-2-l-2-2-l 2 1 5 依之三何句等能排者＝能度無数百千衆生。後 法華論（2c7-8)
674cl5 (21] 2必9 6Fl511123 列名高一
6-F-l 5+H-2 3 1 初列
6-F+5-H+2-3-2 後結
674cl6 6-F+5+1 1-2-3-1 合有十八菩薩，分為七対
674cl7 6-F+5+H-2-3-H 此中初二抜苦与楽対
674cl8 2a8 6-F-l-5-1-1-1-2-3-l-l-l 呈殊室利 華厳経
674c22 2a』－9 6-F+5+H-2 3 1 1 2 阿縛直棋帝湿伐蓮耶 観音授記経
674c26 2a9 6-F-1-5-1-1-1-2-3-1-1-3 得大勢
674c29 (2] 2a9 6-F+S-l-H-2-3-1-2 此ー 自利他対
2a9 [6-F-l 5 1 H-2-3-1-2ーl] ［常精進菩薩］
2a9 [6 F 1 5 1 1 1 2 3 1 2 2] ［不体息菩薩］
675a2 (23] 2al0 6-F-l-5-l-H-2-3-1-3 此ニ済貧救対
675a2 2al0 6-F-l-5-l-H-2-3-1-3-1 主掌
675a3 2al0 6 F 1 5 1 1 1 2-3-1-3-2 薬王
675a4 2al0 6-F-1-5-1-1-1-2-3-1-3-3 勇施
675a6 (24] 2a10-ll 6-F-1-5-H 1-2-3-1-4 此ニ導明破闇対
675a6 2a10-ll 6-F-1-5-1-1-1-2 3 I 4 1 宝月
675a7 2al 6-F-1-5-1-1-1-2→3 I 4 2 月光
675a8 2al 6-F-l-5-l-H-2-3-1-4-3 満月
675a9 (25] 2alH2 6-F-1-5-1-1-1-2-3←I 5 此ー 神通小大対
675a9 2al 6-F-1-5-1-1-1-2-3-1-5-1 大力
675all 2a1H2 6-F-1-5-1-1-1 2 3 I 5 2 無量力
675al3 (26] 2al2 6-F-1-5-1-H-2-3 I 6 此ー 離染進善対
675al4 2al2 6-F-1-5-1-1-1-2-3-1-6-1 越ニ
67oa14 2a12 6 F 1 5 I I 1-2-3-1-6-2 趣陀婆羅
675al6 (27] 2al3 6-F-1-5-1-1-1-2-3-1-7 此二世間出世間対
675a17 2a13 6 F 1-5-1 H-2-3-1-7-1 弥勤
675a17 2a13 6 F 1 5 I I 1-2-3-1-7-2 宝積
675al8 2al3 6-F-1-5-1-1-1-2-3←I 7 3 導師
67oa21 (28] 2a13-14 6-F-1-5-1-H-2-3-2 結 ［僧］肇公
675a25 (29] 2al5 6-F-1-5-1-1 2 上明内護五衆下明外護十衆
6-F-1-5-H-2-l 人
6-F-1-5-1-1-2-2 非人
6←F I 5 I I 2 2 1 天
6-F-l-5-J-1-2-2-1-1 欲
6-F-1-5-1→1-2 2 1 1 I 一帝釈
6-F-1-5-1-1-2-2-1-1-2 一四王
6-F-1-5-1-1-2-2-1-1-3 二自在
6-F-1-5－ト1-22 1 1 A 地居
6-Fート5-H-2-2-1-1A 1 帝釈
6 F-1-5-H-2-2ートl-A-2 四王
6-F-1-5-1-1-2-2 1 1 B 空居
6-F-1-5-1-1-2-2-1-2 色界
6-F-l-5-H-2-2-2 非天
675bl 2al5 6-F-1-5-1-1-2-2-1 I A 1 ［六帝釈諸天衆］！党玄釈迦提聾因達羅 宗輪疏
67obl4 (30] 2al5 17 6-F-1-5－ト1-2-2ートl-A-2 ［七二光四王衆］！四王衆
675bl5 2a16 6 F I 5 1 I 2 2-H-A-2-1 宝光 有経
675bl6 2a16 6 F I 5 I 1 2 2-H-A-2-2 名月
675bl7 2al6 6Fl51122－トトA-2-3 普香
675b22 2al6-17 6-F-l-5-H-2-2-1-1-A 2 4 四大天王
675b26 (31] 2a17-18 6-F-1-5-1-1-2 2 I 1 B ［八一自在衆］，空居天
675b26 2a17 6-F-1-5-1-1-2-2-1-1 B 1 在摩天親史多天名自在天子
675b29 2a17-18 6 F-l-5-H-2-2-1-1-B-2 来変化天他化自在天名天自在王子
6-F I 5 H 2 2 1 1 B-A 1 他化天主名自在天，第四時主名大自在
天
6-F-1-5-1-1-2-2-1 I BA 2 自在天是帝釈臣，大自在天是帝釈之師
675c6 [32] 2al8-2J 6-F-1-5-1-1-2 2 1 2 ［九色界諸天衆］，色界天
675:7 2al8 6-F-I←5-1-1-2 2 1 2 1 党主宰詞
675cl4 2al9 6 F 1 5 I I 2 2-1-2-2 党摩
675cl6 2a19 6-F-1-5-1-1-2-2 1 2 3 戸棄 大般若五百七十
675cl7 2a19 6-Fート5-H-2-2-12 4 光明
675c22 (3] 2a20 24 6-F-l-5-H-2-2-2 明非天衆有五
6-F-1-5-1-1-2-2-2-1 ［十龍衆］，初龍衆
675c23 2a20 6-F-1-5-H-2-2 2 1 1 第一名喜
675c23 2a21 6-F-l-5-H-2-2-2←I 2 次名賢喜
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675cお 2a21 6 F→1 5-1-1-2-2-2-1-3 婆伽羅
t75c2n 2a21 6-F-1-5-1-1-2-2-2-1-4 和修者
675c27 2a22 6 F 151-1-2-2-2-1-5 徳叉迦
675c28 2a22 6-F-1-5-1 1 2 2 2 1 6 阿那婆達多 華厳経
676a6 2a22-23 6 F 1 5 1 1 2-2-2 1 7 摩那斯 華厳経
676a8 2a23 6 F 1 5-1-1-2-2-2-1-8 優鉢羅
676a10 [34] 2a24-26 6-F-1-5-1-1-2-2-2-2 ［十一緊那羅衆］.党王緊捺培
2a24 6-F l←51122221 初乗教歌四諦（初二種歌二乗之教行）！歌一
2a24 25 6-F-1-5-1-1-2-2-2-2-2 次歌縁起歌一乗理
2a25 6Fl51122223 次歌六度歌一乗行
2a25 6 F+S-1-1-2-2-2-2-4 後果歌一乗（佳一歌一乗之理果）！歌一乗
676al7 [35] 2a26-28 6 F 1 5 1 1 2 2-2 3 ［十一乾岡婆王衆］党z健閣縛
2a26-27 6-F-1-5-1-1-2-2-2-3-1 事 正法華
2a27 6-F-1-5-1-1-2-2-2-3-2 業音
2a27 6 F 1 5 1 1-2-2 2-3 3 実
2a27-28 6-F-1-5-1-1-2-2-2-3-4 美晋
676a27 [36] 2a28-b2 6 F→1 5 1→1-2-2-2-4 ［十二阿修羅衆］，党五阿素洛 場（慧伽遠，か仏）地，I論量伽，雑，十心地，正経法，起念世経経！伽陀経，有五
676bl4 2bl 6-F-1-5-1-1-2-2-2-4-1 羅眼
676bl7 2a29 6-F-1-5-1-1-2-2-2-4-2 婆稚 正法華
676b21 2a29 6-F-1-5←1 122243 怯羅事駄
676b23 2bl 6-F-1-5-1-1-2-2-2-4-4 党E吠摩質阻利 宗輪疏
676b27 [37] 2b2 5 6-F-1-5-1-1-2-2-2-5 ［十四迦棲羅衆］。党五掲路葺 旧五（吉蔵か）！増ー 阿含
676cl4 2h2-3 6-F-1-5←1 1 2 2 2 5 1 大威徳
676cl4 15 2b3 6 F 1-5 1-1-2-2-2-5-2 大身
676cl5 2b3-4 6-F-1-5-1-1-2-2-2-5-3 大満
676cl5 16 2b4 6 F 1 5 1 1-2-2-2 5 4 如意
676cl7 [38] 2bo-6 6-F-1-5-1-1-2-1 ［十五人王衆］。人王衆
676cl8 2bo 6-F-1-5-1-1 2←1-1 党五吠題咽弗O)l多
676c23 2bo 6-F-1-5-1-1 2←1-2 党E阿社多設哨路 浬繋経，有経，浬撃経
677a2 [39] 2b6 6-F-1-5-1-2 列束中第一明其髄軌
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